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 ２倍に
「学生のマナー次第」
企業や研究組織を誘致
　
財布の中身を整
理すると、以前買った電車の回数券が出てきた。ちょうど帰省の予定があり、 「渡り
に船」と回数券を見ると、期限は１週間前。いくら悔やんでも、 「過去」は取り戻せない▼高校３年の夏、くも膜下出血で祖母が倒れた。受験勉強に追われて、目 鼻の先の祖母の家から足が遠のいていた矢先の出来事。生存率は
33％と聞かされ
た。 「どうしてもっと会いに行かなかっ のか」 。そう何度も後悔した▼幸い祖母は後遺症もなく退院したが、当時、何度も思い出 歌詞が胸に残っている。 「もいちど／こどもに／もどれたなら……あってみた ／ひとが／いるの」 。アニメ 『ポケットモンスター』のエンディングテーマ、 『ポケットにファンタジー』の一節だ▼子どもの時しか会えない人もいるように、そ 時しかできないことがある。だがやり残したことに気づいた時は、 「 ども」にはもう戻れない。その当たり前のことに普段は気づかない。だからこそ、今やるべき大切なことにいつも心を配っていたい▼
12月
から就職活動が始まる。だがそこで「将来」ばかりを考えて「今」を忘れてしまう自分がいるとすれば、つらい。専門分野の勉強。友達と過ごす日々。サークル活動 大学生の今だからこそできることは多い。将来を見据えつつも、 「期限切れ」の後悔は、したくない
自転車・バイク登録制度
タグ値上げか？
　
筑波大学周辺で深夜、女性を狙った路上わいせつ事件（暴行を含む性的嫌がら
せ）が昨年に比べ２倍に増えていることが、つくば中央署への取材で分かった。被害者のほとんどは筑波大生で、同署では３月に茨城県石岡市在住、無職の男（
38）を、強制わいせつの容疑で逮捕。だがその後も犯行は続いており、凶悪事
件に結びつく可能性が高いことから、 注意を呼びかけている。事件を機に、本紙では約４００人の筑波大生にアンケートを行ったが、就寝時の施錠を忘れるなど、学生の防犯意識 低下が目立っている。
（本紙取材班、６、 ７面に関連特集）
　
同署によると同様の事件
は１～
10月の間に
17件発
生。昨年の同時期（９件）
を大幅に上回った。犯行場所はつくば市春日地区や天久保地区などで、
19時
～
２
時に集中。▽ジョギング中を装って近づいたり、すれ違いざま 体を触る▽後ろ
から近づき抱きついたり、スカートの中に手を入れる……などで、昨年は押し倒したりした後に、金品を盗んで逃走する犯行があったが、今年は窃盗などの被害は無いという。　
同署によると筑波大周辺
の犯行では サークル活動や学園祭の準備 研究作業などを終えて深夜に帰宅する女子学生が被害にあった。 「帰宅途中、 携帯でメ
ルや電話などをしていて不審者などに気づかない場合も多い」 （同署）という。また、犯人はいずれも若い男である一方、背格好の目撃情報や 行の手口が異なっており が複数いるのはほぼ間違いない。　
同署では筑波大周辺で深
夜パトロール 強化をしており、つくば市内でもボランティアを募り見回りをしている。同署では学生に▽できるだけ明るく人気のある道を通 ▽防犯ブザーを持ち歩く……などを求める一方、 「通報が早いと犯人逮捕につなが 。被害
　
筑波大学が
10月から実施
した自転車登録制度で、大学側が平成
27年度にも、自
転車に取り付ける所有者情報などを記載したＩＣタグの値上げを検討してい ことが分かった。値上げ額はまだ決まっていない「１０００円近い可能性もある」 （学生生活課） という。
27年度から同制度に対する
大学の補助金が打ち切られるためで、値上げ分は主に駐輪のマナー違反がないかどうか巡回する人に払う人件費に充てる予定。
　
在学生は
10月
11日までに
登録すれば、無料でＩＣタグが発行されたが、それ以降の登録や来年度以降の新入生からは に１０００円がかかる。１０００円の内訳は、ＩＣタグ自体の金額の他、発行の際に学生が支払いを行うコンビニへの支払手数料などだ。　
学生生活課の土子昇専門
員によると、大学側 来年度までは同制度に補助金を出す予定で、今年度の補助金は約１４４０万円だ。これらは
10月
11日まで無料で
発行したＩＣタグの費用に使われた他、人件費などの「運営費」として用いられる。だが再来年度以降は、補助金 出ない見込みで、値上げ分は主にこれら運営費（年間で３００
～
６００万円）に充てら るという。　
土
子専門員は「駐輪マ
ナーが悪 学生が多い場合、自転車の撤去や巡回などのために運営費自体もかさむ。学生のマナー次第で値上げ額が決まってくる」と話している。
「防犯ブザーの携帯 」
にあった場合や、目撃した場合はすぐに通報してほしい」と呼びかけている。　
一方、アンケートでは就
寝時に玄関、窓の双方、または片方の施錠を怠る女子学生が約３割に上っていた。
松美池にスワンボート
大学周辺
歳時記
つくば
　秋が深まるにつれ、冷たい風がキャ
ンパスを吹き抜けた。夏の暑さはどこ
へやら、早くも冬の足音が聞こえる。
厚いコートを着て歩く学生の姿が、少
しずつ目立ち始めた。厳しい冬が、も
うすぐやってくる。（撮影・パク・ジョ
ンヒョク＝物理学類３年）
　
10月
15日、第一エリア
の松美池に白鳥の形をしたボートが浮かんだ。船体には「博士号」と書かれている。学生生活課への取材では、ボートを用意したのは筑波大生で、同課に「 （博士号を浮かべることで）松美池の水質の悪さに注目し ほしかった」 と話 という。　
ボートは大学の許可を
得ずに浮かべられた上、乗り込む学生もいたた
め、 同課は
16日、
安全のために鎖で固定。同課によれば、船体に書かれた「ＩＭＡＧＩＮＥ
　
Ｔ
ＨＥ
　
ＦＵＴＵ
ＲＥ． 」の文字は、持ち込んだ学生が、大学の所有物だと見せかけ、いたずらを防ぐために描いた。　
その後も企画
した学生が博士号に風船をつけるなど 、その様子はツイッ
ターで学内外に拡散。 「博士号」は一躍、学内外の「人気者」になった。だが、事故の危険性などを考え、同課は
29日にク
レーンで陸に移動している。ある学生は「ほのぼのとした悪ふざけ 、心が温まった。撤去されるのが少し寂 い」と話しており、今後同課と持ち主がボートの扱いについて話し合う見通 だ。
　
筑波大学と慶應義塾大学や複数の企業が共同で研究・開発を行うビルが来年秋に
完成することが分かった。５階建てで、延べ床面積は約６０００平方㍍。ビル内は研究室ごとの垣根を取り払って、研究者同士が自由に行き来でき、組織を越えて協働しやすい環境を整える予定だ 筑波大で産学連携の研究施設が建設されるのは初めて。つくば駅から近く、学外の研究者もアクセスしやすい春日エリアに建てられるため、同エリアの再開発にも結び付きそうだ。
（井口彩＝社会学類１年）
　
ビルの名称は「高細精医
療イノベーション棟」 。地域の特色を生かした研究の推進を目的とする文部科学省の「地域資源等を活用した産学連携による国際科学イノベーション拠点整備事業」の拠点 一つ なる。 筑波大と慶應大 加え、エーザイ株式会社や株式会社つくばウエルネスリサーチなど地元企業を含む
13社
が研究室を構え、がんや、
生活習慣病などの病気を予防する医薬品の開発など最先端研究を行う。　
基礎研究から応用・製品
開発まで産学官の研究組織が協働できる利点があるのが特徴。例えば、植物を利用して んを予防する医薬
品を開発する場合、筑波大の研究組織が正常細胞ががん化する仕組みを明らかにした後、企業側が ん化を
防ぐ植物の成分を分析。その成分の臨床試験を筑波大学附属病院などで行い、最終的に製品化することが可能となる。　
プロジェクトの代表者を
務める金保安則教授（医学医療系）は、 「開放的な環境で、新たな成果が生まれることが期待される」と話した。　
春日エリアは、２００２
年に筑波大と図書館情報大学が統合されて誕生した。同エリア は知識情報・図書館学類、情報メディア創成学類、図書館情報メディア研究科があり 図書の分析・利用法を ぶ図書館学やインターネットなどの報通信技術の研究 行っている。
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肺線維症が発症するまで
筑 波 大 学 新 聞 第310 号 （2）学内総合2013 年（平成 25 年）11 月 5日（火）
大規模農家での利用へＨＤＤ開発が安価に
コバルトフェライトを薄膜化
新システムｍａｎａｂａへｍｏｏｄｌｅ運用終了
群馬大学との共同研究
治療薬の開発に期待
ネットで出欠管理
肺線維症を防ぐ酵素明らかに
　
延のぶはら
原肇
はじめ
准教授（シス情
系）の研究室は独自の画像処理技術を使い、無線操縦する小型ヘリコプターで農地を空撮して作物の生育状
況を画像で確認できるシステムを開発した。簡便で高精度な観測方法として、大規模農業での活用が期待される。
　
機体の制御の問題からヘ
リコプターの撮影高度を下げるのは難しく、これまでは不鮮明な画像しか手に入らなかった。だがこ シス
テムでは、事前に撮影した画像と照合し解像度を高める「超解像」と呼ぶ技術を使うことで、上空約
10㍍か
ら撮影したものでも鮮明に見える。植物の葉や枝を詳細に観察する が可能になった。　
空撮に使われるのは無線
で簡単に操縦でき 小型ヘリコプターで、ハイビジョンカメラが搭載されている。上空約
10㍍から農地の
映像を撮影した後は、コンピュータで映像から画像を切り出して１枚のパノラマ画像を作成。加工して鮮明になったものを、パソコンなど手持ちの端末から見ることができる仕組みだ。　
今後は、パノラマ画像を
３次元の立体画像にする技術や、画像から作物の花や実の数の情報を自動的に取得して知らせる技術の開発を進める。
　
島野仁教授 （医学医療系）
と松坂賢准教授（同） 、群馬大学の共同研究グループは肺胞を覆う膜の中にある特定の酵素が、肺が固く縮んで呼吸ができなくなる肺線維症【
　　
】の発症と悪
化を防い いること 明ら
　
２０１１年に導入され
た、インターネットを使った授業支援システム「ｏｄｌｅ」の運用が来年７月に終了し 新システムａｎａｂａ」へ移行することが分かった。新システムでは授業資料の配布など従来の機能に加えて、出欠管理を行えるようになる他、スマートフォンからも使えるようになる。
　
ｍｏｏｄｌｅはインター
ネットを介して教員と受講者が授業に関する情報を共有するシステム。授業ごとにページ 用意されており、担当教員は資料の公開や課題の提示、学生は資料のダウンロードや課題提出ができる。　
ｍａｎａｂａで新たに加
わる出欠管理システムは、教員が毎回の授業内で７桁
のパスワードを伝え、学生がそれをｍａｎａｂａのページに入力することで、出席となるというもの。紙の出席表を使ったり点呼を行う場合に比べ、教員の手間が省ける。また、利用者がｍａｎａｂａのアイコンを見ただけでその機能 分かるように、アイコン デザイン 一新した。　
これまでは学術情報メ
ディアセンターの教育クラウド室がｍｏｏｄｌｅの開発や管理をしてきたが、来年７月の利用終了を踏まえ、システム開発・管理を
　
研究学園都市として市を
挙げて研究を支援するつくば市と、フランス第２の研究拠点・グルノーブル市が姉妹都市協定を結ぶことが決まった。両 はこれをきっかけに、教育やスポツ分野の他、研究環境の整備で更なる連携を図る。フランスのグルノーブル大学と共同研究を行 ている黒田眞司教授（数物系）は今
かにした。肺線維症は患者数が近年増加する一方、治療法が確立されていない病気で、今回の成果はこの酵素の働きを高める治療薬の開発などにつな ると期待される。　
これまで肺線維症は肺胞
に傷がつき、それを修復しようとする体の過剰な反応が発症の原因と考えら てきた。肺胞は血液中 二酸化炭素と酸素を交換する肺
外部業者に委託することを決定。長谷部浩二助教（シス情）は「学生はもちろん、インターネットに不慣れな教員にとっても、使い勝手が良いものになっている」と語った。　
ｍａｎａｂａは９月から
試験運用が始まっており、ｍｏｏｄｌｅを使う教員に、ｍａｎａｂａへデータを移行するよう呼びかけている。また、移行データ量が多い場合 教育クラウド室が教員の代わりにデータを移行するサービスが作られる予定もあるという。
グルノーブル市と姉妹都市に研究学園都市・つくば市
教育や研究環境の整備へ ボルドーセガレン大学
学生・教員の交流促す
相互に事業所を設置
　
筑波大学とフランスのボ
ルドーセガレン大学は
10
月、両大学間の海外事業所の相互設置に関する覚書の調印式を行った。式には永田恭介学長の他、ジュヌヴィエーヴ・フィオラゾ仏高等教育・研究大臣とチノンド・ララ・マニュエル同大学長らが出席。相互の大学への事務室設置などを
コバルトフェライトを薄膜化する装置
調印式に出席する永田学長
世界初
■訃報　
渡邉
　
良雄氏（わたな
べ・よしお＝筑波大学名誉教授）
10月８日、肺炎のた
め死去、
82才。
　
１９８８年４月から
92年
３月まで筑波大副学長を務めた。
上＝ハイビジョンカメラを搭載した無線操縦ヘリコプター
左下＝「超解像」で加工した画像、右下＝加工前の空撮写真
の重要な組織で、表面は油の一種である脂肪酸を含む保護膜で覆われている。脂肪酸の中には肺胞を刺激するものもあり、この有害な脂肪酸を肺を保護する別な脂肪酸へと変えるのが今回の酵素だ。　
同グループは、この酵素
が有害な を減らし肺胞が傷つくのを防いでいることから、酵素の増減が発症に関わっていると推測。
そこでこの病気を発症させるブレオマイシンと呼ばれる薬剤を投与したマウスの肺を検査した。その結果、酵素が著しく減少し、有害な脂肪酸が増加していることが判明。また酵素 取り
除いたマウスにこの薬剤を投与し病気を発症させたところ、重症化することも分かった。　
島野教授は今回の成果に
ついて「肺だけではなく、脂肪酸が存在するあらゆる
臓器で生じる病気に対してもアプローチできる」と話した。　　
◆線維症＝体内で傷つ
　　
いた部分を修復する組
織が異常に増殖する症状。
通じて学生・教員の交流を促進することを確認した。　
筑波大は生命環境系が
２００８年にボルドーセガレン大との共同研究を始めたことをきっかけ 交流が始まり、
09年の大学間交流
協定をへて今回の覚書の調
印に至った。　
調印式後には、フィオラ
ゾ大臣と筑波大に在籍するフランス人留学生、フランスへの留学経験がある日本人学生との懇談も行われ、活発な意見交換があった。
回の協定について「外国人学校の設立などを通して外国人研究者の子弟に対する教育が充実し、研究者が安心して両市に滞在できる環境がつくられる」 と語った。　
筑波大学では数理物質科
学研究科 ２００２年に同市にあるジョセフ・フーリエ大学と交流協定を結んでおり、互いに研究者や学生を派遣している。大学院生
が専攻分野に関連する学位を取得できる共通の制度をつくることも提案されており、今回の締結はこのような取り組みを後押しするものとして期待されている。
提供＝国際部
　
喜多英治教授（数物系）
と柳原英人准教授（同）ら
の研究チームは
10月
15日、
パソコンなどの記録媒体と
して使われるハードディスクの材料となる物質「コバルトフェライト」の薄膜を量産可能な方法で作 ことに世界で初めて成功したと発表した。この薄膜を使えば、高価な白金で作られる従来のハードディスクと同等の性能を維持できるため、ハードディスク駆動装置（ＨＤＤ）低価格化につながる成果として注目されている。　
ハードディスクは通常、
金属板上の磁気の強弱を操作することで情報を記録する。白 にはそ 上の磁気の強弱を変化させにくくす
る性質があるため、現在主流のハードディスクに使われてい 。だ 、白金は埋蔵量が少なく、近年は需要の高まりから価格が高騰。白金に代わる材料の開発が急務だった。　
比較的入手しやすく、磁
気を持った物質であ コバルトフェライトを数マイクロ㍍まで薄膜化した場合、情報記録の上で白金と同じ性質が生じることは以前から知られていた。だが量産して白金をしのぐ性能を実現できた例はなかっ　
そこで研究チームは量産
に適した既存の薄膜製造方法の一つである「スパッタリング法」に注目。これ基にした独自の方法で、白金に匹敵する良質なコバルトフェライトの薄膜を安定して作ることに成功した。
　
今後は電機メーカーと協
力して実用化に向けた研究を進める予定で、将来的にはハードディスク以外の製品への応用も期待されている。
　
喜多教授は「自然界から
採れる物質が足りなくなってきているのが実状だ。これからも安定して供給できる良質な材料を開発していきたい」と抱負を語った。
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筑波大学の今と昔の様子
を写真や映像で紹介する展覧会「筑波大学今昔展」が
10月１日から
11月
10日にか
けて大学 館アートスペースなどで開催されている。これは筑波 学開学
40＋
ピアノを弾く西川さん
キャンパスの写真を眺める来場者
　
第
19回東関東吹奏楽コン
クールの大学の部が９月
22
日にひたちなか市文化会館（茨城県ひたちなか市）で行われ、筑波大学は神奈川大学と共に金賞を受賞。　
だが今年から夏休み開始
が１カ月遅れたことも響き、６校中１校のみが獲得できる全日本吹奏楽コン
美しい旋律を奏でる
　
川口敦史助教（医学医療
系）らと株式会社カネカ、東京大学の共同研究グルー
プは、鳥インフルエンザに感染した鳥のウイルスが、人間に感染するかどうかを
30分で判断できる技術を開
発。研究にはウイルス学などが専門の永田恭介学長も関わった この技術を使えば、感染した鳥が見つかった際、すぐ検査でき、感染拡大の迅速な防止が期待される。これまでは、感染した鳥の体液を研究機関に送って検査するしかなく、判定まで４～５日かかった。 同研究グループは現在、３年後には実用化したい考えだ。　
インフルエンザウイルス
は動物の細胞の表面にあるとげにくっつくと感染する。人間と鳥では細胞のとげの形が異なるため、鳥イ
　
人間総合科学研究科博士
前期課程芸術専攻で、 洋画・日本画・版画を学ぶ学生
29
人による第
29回ＭＣ展が
10
月８日―
14日、茨城県つく
１０１周年記念事業の一つで、 芸術系ギャラリーでは、キャンパスの建物の建設を記録した映像作品「新しい学園をつくる─筑波大学建設記録─」を上 。映像では第一～三エリアや体育・芸術エリア、附属病院などの工事開始から完成ま の過程が紹介されている。　
大学会館アートスペー
スで開かれているのは、１９９０年３月まで芸術系
クールへの出場権は、惜しくも神奈川大のものとなった。 団長の村上駿平さん （物理３年）は「授業がある期間中にどう練習量を確保するか悩んだ」 と振り返った。　
コンクールで演奏したの
は課題曲と自由曲の２曲。課題曲は、さまざまな楽器の奏でるメロディーが折り重なり、砂の模様や形が変化していく様子を想像させる「流沙」 （広瀬正憲作曲）を演奏した。自由曲は「愛の形は万華鏡のように移り変わっていく」という意味の「ラ・フォルム・ドゥ・シャク・アムー ・ションジュ・コム・ル・カレイドスコープ」 （天野正道作曲） 。　
村上さんは「全日本（吹
奏楽コンク ル）出場が目標だったので悔しいが、金賞を受賞できたことは誇りに思う」と語った。
ンフルエンザは通常人間には感染しない。だが、ウイルスは増殖の過程で変異することがあり、鳥インフルエンザが人間へ感染することがあ 。　
そこで同研究グループ
は、人工的に作った人間の細胞のとげに鳥インフルエンザウイルスがくっつくと発光する技術を開発。これを基に「光る試薬」を作りあげた。この試薬では、感染した鳥の体液と混ぜるだけで、人間に感染 かどうか簡単に分かり、感染が起こったその場で検査できる上、検査時間が
30分に短
縮される。　
鳥インフルエンザの主
な感染源はニワトリで、２０００年ごろから人への感染が問題となった。 今年、春に中国で人への感染が見つかった新型ウイルスに
　
筑波大学と茨城県神
かみす
栖市
は今年４月から共同で「まちづくり推進事業」に取り組んでいる。これは同市が東日本大震災で津波や液状化などの被害にあったことを受け、２０１１年
11月に
締結された「震災復興に向けた連携及び協力に関す協定」に基づくもので、筑波大は同市が課題を抱え
る「交通」 「防災」 「食育」の３分野で研究を行う。来年３月をめどに成果をまとめ、そ 成果は政策立案や小・中学校での教育 役立てられる。　
まず４月に市が３分野の
選定を行い、５月末には筑波大が各研究室を対象にその３分野に関する研究テーマを募集。
11の研究室から
応募があり、 その中から 「地域公共交通」 「マンパワー活用による防災のまちづくり」 「食育を通じた健康なまちづくり」の３つのテーマが選ばれた。　「地域公共交通」は鈴木勉教授（シス情系）が担当するプロジェクトで、交通機関の運行・利用の状況を調査し、地域ごとの需要や所要時間に見合った交通システムの構築を目指す。　糸井川栄一教授（同）が
ば美術館（つくば市吾妻）で開かれた。　
ＭＣ展は日ごろの制作・
研究の成果を学外に向けて発表し、今後の制作の糧と
30分で人への感染力を検査
３年後実用化の見込み
　
芸術系サークル「筑波大
学ピアノ愛好会」が
10月
11
日、アルスホール（つくば市吾妻）でデビュ コン
サートを行った。　
今回のコンサートで１年
生
13人が舞台デビューを飾
り、練習の成果 披露。ま
た演奏はもちろん、音響・照明など会場の運営も全てサークルのメンバーが行った。　
コンサートでは、ラヴェ
ル作曲の「亡き王女のためのパヴァーヌ」や坂本龍一作曲の「戦場 メリークリスマス」など
14曲を演奏。
美しい旋律が会場に響き渡り、演奏が終わるたびに観客から大きな拍手 起こった。　
ドヴォルザーク作曲の
「スラブ舞曲第１番」を演奏した山内駿さん（社学１年）は「満足のいく演奏ができた」と笑顔で話した。　
会長の鈴木啓史さん（知
識図書３ １年生のレベルが高く良いコンサートになった。今後も定期的
　
筑波大学開学
40＋１０１
周年記念事業の一環として、附属図書館特別展「知の開拓者（パイオニア）たち
　
―
筑波大学開学
40＋
１０１周年記念特別展
―」
が
10月
21日から
11月
22日ま
で、中央図書館１階の貴重書展示室で開催されている。　
今回の特別展では東京教
育大学を含む筑波大の前身
校に焦点を当て、館長を務めた経験があるなど図書館にゆかりのある前身校教員の業績を、所蔵資料と共に紹介している。　
東京師範学校図書館の初
代主幹を務め、後に東京文理科大学附属図書館の館長にも就任した三宅米吉さんは歴史学などの研究者で三宅さんが多く 貴重資料を収集・保管してい ことで、これらの歴史的価値が高められたという。会場には資料の一つとして、水戸藩主徳川斉昭が対外関係のあり方についての幕府へ進言を記した著名な建議書『水府公献策』の写本が展示された。　
この他にも貴重な資料が
数多く展示され、来場者は一つひとつの資料に見入っていた。
神奈川大と共に金賞受賞
第 19回東関東吹奏楽コンクール
全日本大会出場ならず
日ごろの成果を発表個性あふれる作品並ぶ
は、
10月までに１３８人が
感染、
45人の死亡が確認さ
れた。同月
26日までに中国
の大学がワクチンを開発したと発表したが これまでは見られなかった人から人への感染も疑われており、懸念されている。　
中国などでは鳥インフル
エンザの主な 源であるニワトリが生きたまま市場で売られており、人間と接触する機会も多い。市場で感染が拡大す ば、人間にもすぐに感染が広がるおそれがあり、警戒が必要とされている。　
川口助教は「人は鳥イン
フルエンザに対してほとんど免疫がない上、 （感染拡大の場合）毒性も強まっおり、感染を早期に食い止めることが重要。今回の技術で拡大防止に貢献したい」と話した。
進めるのは「マンパワー活用による防災のまちづくり」 。防災への対応力を高めるため 、海沿いの同市波崎地区にある波崎小学校で災害時対応について 教育を行ったり、地域住民のアンケートを実施。その結果を踏まえて、学 ごとに災害が起こった際の行動計画を立てる。　「食育を通じた健康なまちづくり」は麻
おみ
見直美准教
授（体育系）が担当す市民の死因の６割が生活習慣病だという同市の現状を踏まえ、病気を未然に防ぐ目的で、小・中学校を対象に食生活についてのアンケート調査や食についての教育を行う予定だ。　
同市政策企画課の安井貴
弘係長は「震災復興 終わらせず、今後の更なる発展につなげたい」と話した。
にコンサートを開き お客さんに良 演奏を聴いてもらいたい」と語った。
で技官として勤めた写真家、齋藤さだむさんの写真を展示する「ＩＭＡＧＩＮＥ
　
ＴＨＥ
　
ＦＵＴＵＲ
Ｅ．─齋藤さだむ写真展」 。会場には齋藤さんが撮った
80年、
90年代の筑波大や現
在のキャンパスの四季折々の風景を写した写真が並び、今と昔の様子を一度に楽しむことができる。
（
12
面に関連写真）
する目的で開催されている。　
50作品中
27作品ある日本
画の中で、特に目を引いたのは安達まどかさん（芸術２年）の「ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ」シリーズ。この絵には淡い色を重ねた背景に、少し厚み あ 鱗のようなものが小さなハートやしずく 形をかたどっている様子が描かれた。にかわや鉱物が原料 岩絵の具、箔と った伝統的な道具を使い、日本画特有の技法で描かれているも の、現代的で繊細な表現を生み出していた。　
その他にも、構図の工夫
が凝らされた作品や 部にまで描きこま など、個性あふれる作品が数多く展示されており、来場者を釘付けにしていた。
交通 防災 食育で研究
神栖市との連携事業
政策 教育に生かす
展示された作品
前身校教員を紹介
附属図書館特別展
貴重な資料の展示も
年を振り返る
筑波大学今昔展
過去 現在の写真を展示・
40
・ ・
・
第
29回ＭＣ展
鳥インフルエンザウイルス
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ジョギングで
発見する秋
小川玲
まったりと
本を読んで
太田ゆき（ＰＮ）今月のテーマ「○○の秋」
清水太地（社学３年）
石塚修
国際交流、日常に 
成功の過程に学ぶ
松田公太著
すべては一杯のコーヒーから
　
私が皆さんにおすすめ
したい本は、 とにかく 〈伝記〉です。 「事実は小説よりも奇なり」という言葉もありますように 人の生きる姿には 「ドラマ」があり、多くのことを教えてくれます。１冊に限らないのですが、ここでは皆さんの先輩であ タ
リーズコーヒージャパンの起業者松田公太さんの半生記を紹介します。　
松田さんは筑
波大学国際関係学類（当時）の１期生で、現在は参議院議員です。しかし、そもそも 銀行マンとして三和銀行（当時）に勤務した後、タリーズコーヒーとの運命的な出会いを果たし、その後タコーヒージャパンを起業し、ご承知の通り大成功を収めます。
　
こういう一部の人間の
成せいこうたん
功譚を読んでも、凡人
の自分には到底及びもつかないので、読んでも意味が無いと言う方もよくいますが、私は結果ではなく、そのプロセスに目を向けてほしいと思います。　
タリーズの
日本第１号店が銀座に出店した時に客が
どれくらい来たと思いますか。おそらく開店と同時に人の波が押し寄せた
と想像される方が多いでしょうが、 全く違います。１日５００人でやっと採算がとれるのに ３００人またはそれ以下の日々が続くのです。そんな苦境の中、松田さんを支えたものは何だったのか、それを知りたい方は、ぜひともこの本を読んでみて下さい。病に侵されたお母様が来る日も来る日も店先に客を装って座続けてくださったという部分では、おそらく思わず涙せずにはいられなでしょう。　
もはや、ジャパン・ド
リームは無いと、皆さんはあきらめていませんか。孔子は「後生畏
おそ
るべ
　
気持ちの良い朝を迎える
と、その日１日が楽しみで仕方がない。今日は何をしようか わくわくした気分になる。朝に余裕がある人はどのような過ごし方をしているのだろう。朝一番
　
秋は文武や日常生活に実
にさまざまな機会をもたらしてくれる。自分はその中で特に「読書の秋」を取り上げたい。秋の涼しさは小
今、筑波大学は「国
際性の日常化」 （永田恭介学長）を掲げ、海外拠点での研究や留学などの支援の充実 進めている。また国が進める「国際化拠点整備事業（グローバル
30） 」の拠
点大学の一つに選ばれ、２０２４年末には留学生を現在の約２０００人から、４５ ０人に増やす計画もある。だが、日本人学生と留学生 交流活動に携わってきた私にとって、 「国際性の日常化」はまだほど遠いのが現状に見える。真の「日常化」の達成には、学生や教職員の意識変革やそれに基づく学内環境の更なる整備が必要だと思
う。
私は、学生の海外イ
ンターンシップを支援する学生団体を利用し、２年生の時に２カ月、ウクライナで言語や文化を伝えるボランティア活動を行った。また、３年の時には大学の交換留 プログラムで韓国に短期留学した。一方で、日本人学生と外国人学生の交流を増やしたいという思いから、留学生と討論を行う活動の他、外国人教員の参加を求めた上で、優れたアイデアを英語 日本語で発信する講演会の企画などに携わった。
その中で見聞きした
のが、きっかけがつかめずに歩み寄れない留学生と日本人学生の姿だった。留学生からは、 「日本語を話せ 、日本人の友人を作れない」 「日本文化を学ぶ活動 参加
したいが、どうすれば良いのか」などの声がよく聞かれた。また 日本人学生の多くは「留学生に興味がある」と話しながらも、積極的に交流しようとする人は少数派だった。
今、学群や大学院生
約１万６千人のうち、平成
24年度に交換留学制度
を使って留学した学生は全体の０・４％程度にすぎない。また、 生らとの交流活動を目的とする学生団体は増えつつあるものの、これらの多くは、活動開始後２～３年
であるために、大学への公式登録がされていない。現時点でこ ら非公式な国際交流活動に携わる日本人学生数は約６０人、留学生を含めると約２００人と推測される。
このような状況を打
破するためにはどうしたらいいのか。先に教職員や学生の「意識改革」や「学内環境の整備」が必要、と述べたが、例えば大学が、学内の国際交流団体の活動を積極的に把握したらどうだろうか。それを基に、交流団体活動を支援したり 連携
してイベント企画を行ってもいい。大学と学生が協働して行う 「国際交流」の企画が「日常」的に学内の至る所で行われ、より多く 人が気軽に参加できるようなキャンパスは魅力的だ。
筑波大学は研究分野の充実と同時に、 「教育の実質化」を掲げている。 「学びを実社会で生かす体制づくり」が目的だが、それならばグローバル化 波の中、国際社会で必須のコミュニケーション能力を養う「参加型スタイル」の授業を増やしても良い。このような授業が増えれば「国際性の日常化」に向け、学生の意識変革は進む
と思う。
幸い今年、海外留学
や学内の国際交流を支援する「グローバルコモンズ」 が新設された グローバルコモンズの北脇信彦ジェネラル長は 生に、「国際交流を促進する企画をどしどし提案してほ
し」の言葉を残しています。いつの時代にも若者にはチャンスがあるものです。もしもここであきらめていたら、 「今時の若いヤツらはホ マにしょうもない」と言ってはばからな バブル上司の思うつぼです。　
３年生はおそらく就活
の真っ最中で 。この本をかばんに入れておいて、もしも「圧迫面接」にめげそうになったら、ぜひ何度で 読み返して、それこそそういう上司に「十倍返し」 してやってください。
（新
潮社）　　　
（人社系・准教授）
ウケを狙って人生に喜びを石山望（芸専１年）
難しい教科書を読むために必要な集中を邪魔しないし、秋の夜長は面白い小説を一息に読んでしまえる余裕を与えてくれる。秋は読書にうってつけ 季節と言える。　「読書の秋」と共に並び称されるものに、 「運動（スポーツ）の秋」という言葉
がある。読書と運動は一見文武の対極にある印象だが、同じ秋という言葉で括られるように、一つの共通項が見えると思う。　
その共通項とは、どちら
も成果を出すためには習慣化する必要 ある いことではないだろうか。運動は一度に大量の練習をして、やったつ りになっても、継続しないと意味がない。真に成果を出 ためはその運動を反復して行う習慣化が必要だ。　
これは読書も同じだ。教
科書や課題図書を一息に読んで授業やテストを乗り切るのも、その時 十分かも知れないが、読書という行為から確かな知識 読解力
といったものを得ようとする場合には、それではだめだろう。知識を定着させ読解力を養うためには、読書についても習慣化することが重要だ。　
ところで、 「読書の秋」
という言葉の起源こそ知らないが、この言葉を作った（広めた）人がいたとする。する その人は秋という快適な気候の中で 読書を人々に楽しんでもらいたかったのはもちろ のこと、それを機 読書を習慣化してほしいという願いも込めていたのではないだろうか。自分も小学生 時、読書週間（
10月下旬
～
11月
上旬）に読んだ本で読書楽しさを知ったので、余計
にそう思う。　
習慣化というと何やら難
しそうで、かくいう自分も忙しさにかまけていて口が裂けても読書が習慣化しているなどとは言えない。だが、明治大学の齋藤孝教授によれば、期限を設けずにと
りあえず文庫を１００
冊、 新書を
50冊読むことが、
読書習慣への近道だということだ。これなら大学在学中にでも、何 かこなせそうではない ろうか。学園祭やスポーツ・デーとイベントに尽きない筑波大学の秋だが、秋の夜長にまったりと本を読む時間も大切にしたい。
に窓を開けて深呼吸をする人もいれば、目覚めの１杯を習慣づけている人もいるかもしれな 。　
私の朝はジョギングから
始まる。これはちょうど１年前、授業でランニングに触れたことがきっかけだった。もともと運動が得意だったわけではない しし、ジョギングは道具を必要とせず、一人で好き 時
間にできる。適度に体を動かす方が気分転換になると分かった時、私は朝のランニングを試みた。 季節は秋、朝は涼しく運動 適した気候を見てのことだっ　
運動は何と気持ちの良い
ことだろう。胸は弾み、体はほてり心地良い疲れ 感じる。何より、ジョギングは私に楽しい１日の始まりを与えてくれる。　
例えばある朝、塀に止
まった１羽のスズメが、近くのカーブミラーをつつていた。何をしているのだろうと観察してみれば、ミラーに映っ もう１羽のス
ズメを懸命につついていたのだった。何度も飛び去ってはまた舞い戻り、まるで納得がいかないかのように首をかしげる姿に、私は思わず笑みがこぼれた。朝一番に自然と笑顔になる。その瞬間から、私の中で「素敵な１日」が始まるのだ。　
自分の足で走ると、自転
車に乗っている時には気付かなかった光景 出会える。澄み渡る秋 青空、少し冷たく澄んだ空気、かさかさと枯れ葉で風を受け止める木々、空高く舞う赤とんぼ……。秋 ジョギングは、私の身も心もすがすが
しいもので満たしてくれる。　
私にとって秋は運動の
秋、ひいては発見の秋だ。ジョギングを てリフレッシュをすれば、また１日が楽しくなる。そうして毎日
が積み重なるうちに１年が過ぎ、気が付けば「ものごとを忍耐強く継続できる自分」にも出会っていた。　
ジョギングでも良いし、
ゆっくり した散歩でも良い。運動は、もちろん健康
面でも利点が多い。　
本格的な冬を迎える前
に、まずは一歩外に踏み出して いかがだろうか。朝のジョギングは、あなた素敵な出会いを与えてくれるだろう。
しい」と話した上で、今後「積極的に学生団体との協働をしていきたい」「いくつかの学生団体とは相談を始めて る」と語った。 北脇さんはまた、「世界の舞台で活躍できるグローバル人材 育成」のために 「学生だけでなく教職員にも変革が求められる」ともしている。大学と学生が協働し、お互いの活動を補完すること できれば、 「意識変革」につながる。
今、キャンパスを歩
くと、耳慣れな 言葉聞こえたり、異なった肌の色の人に出会ったりすることは、 「日常」のこととなった。 だが真の 「国際性の日常化」実現のためには、学内 風土そのものが変わら ければならない。国籍を超えた交流が活発なキャンパスは、進学先・留学先として非常に魅力的な場所になるだろう。
（元筑波大
学新聞編集部員・社会学類４年）
　
僕は芸術の中でも面白い
もの とりわけｉｎｔｅｒ
ｅｓｔｉｎｇなものよりｆｕｎｎｙなものが好きだ（有名どころで言うとマグリットの 『生活の術』 など） 。これから出てくる面白いとか面白さという言葉はｆｕｎｎｙのことを指すと思っ
てもらいたい。　
先日、自分が描いた４コ
マ漫画を友人に見せたところ面白いと言ってもらえた。内容はシュールギャグなのだが難しいジャンルなだけにウケが良 喜びもひとしおである。　
人は何を面白いと思うの
かを考えて狙いすまし、要素を組み立ててこれなら行けるというものを描くがこれが他の人にとっ 本当に面白いかどう は実際見てもらうまで確証が持てない。しかしこれこそがウケることの喜びを生み出しいる。　
自分の考える面白さが伝
わる、理解されるというのは他者に自分が承認されるということだ。承認も拒絶もされていない灰色の状態
から認められる瞬間に人は安堵や達成感を覚える。ネタが面白いと認められれば作者は自分のことのようにうれしく、つま ないと言われれば自分のことのように悲しい。　
面白いと言われるだけで
喜びが生ま るならこれを使わない手はな 自分面白いと思うものをどんどん作り出して人 さらし喜びの総量を増やしたほうが人生お得というものである。幸いにも さは紙とペンと理不尽ささえあれば簡単に量産できる。具体的には集中線 トゲトゲふきだしさえあれば何 も面白いので試してみてほしい。あとは作品を見てくれる友達を探して笑わせるだけだ。 仲間を見つけてみよう
ちでラインを引いてコートを作ります。　
河川敷は他の利用者も多
いので、場所の取り合いになったこともあります。◆普及のためにどんな活動をしていますか？
　
まだまだマイナーな
競技ですが、テレビやスポーツ雑誌などのメディアに登場 ることが、競技を普及させる一つの方法だと思います。テレビなどでアルティメットを見た人「実際にやってみたい」と思ってもらえたらうれしいです。　
最近では、中学校の
体育の授業にアルティメットが取り入れられ始めています。少しずつですが、知名度は上がってきていると感じ
ています。◆今後の展望は？　
将来的には五輪競技とし
て選ばれることが理想。他のスポーツのように、多くの学校にサークルや部活動ができるなど、アルティメットがより身近なスポーツになると良いですね。
27㌢のプラスチックの円盤
を投げ合い、パスをつなぎながら得点を競う競技です。コートの広さは縦１００㍍、横
37㍍で、両端
の
18㍍はエンドゾーンと呼
ばれます。相手チ ム エンドゾーン内 味方からのパスを受け取ると得点になります。
17点
を先に獲得したチームの勝利です。　
円盤を地面に落とし
てはいけないため、ダイビングキャッチや、円盤の投げ方にバリエーションがあるのが魅力です。◆マイナ スポーツならではの苦労は何ですか？　
競技人口が少ないの
で、試合をするために必要な人数の選手を集めるのが大変です。大学や社会人のトップチームでさえ監督がいないのが現状で、指導者不足も問題ね。　
また、練習場の確保も難
しいです 日本には専用のコートがないため、東京近辺の河川敷に行き 自分た
　
本紙記者がこれまで一度も見たこと
もやったこともないマイナーなスポーツの一つ、 「ライフセービング」に挑戦してみた。
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マイナースポーツの普及
にはどのような経緯があったのだろうか。今や世界大会も開かれるなど、少しずつ知名度を上げているスポーツ「ラート」 。それを日本に普及させたのは長谷
　
エアロビック、アルティ
メット（フライングディスク） 、ライフセービング……。４年に一度、これらのスポーツが一堂に会する世界大会がある。それがワールドゲームズだ。　
ワールドゲームズは、こ
れらのスポーツにとっての「五輪」 。競技種目になるた
めの条件は①世界５大陸のうち４大陸の
40カ国以上
に、競技を統括するスポーツ連盟がある②世界選手権か、それと同規模の大会を過去３回以上開催③五輪の種目でない……の３つだ。　
ワールドゲームズは五
輪より低予算で開催できる。２０１２年のロンドン五輪にかかった費用は約１兆１４００億円だったが、
01年のワールドゲーム
ズ秋田大会（秋田県秋田市など）では既存の会場を活
２００㍍ほど泳ぎ終えると、前部長の鶴薗宏海さん（同４年）が競技を説明してくれた。 競技は、 海やプールで行われ その種目は 「障害物リレー」など
20を超え
るという。　
鶴薗さんは「ライフセー
ビングで一番大事なのは人命救助。競技でも、自分ではなく、救助される人を想定し、力を尽くすことが求められる」と語る。　
まず挑戦したのが「マネ
キンキャリー」 。深さ１ ・ ８
㍍から３㍍のプール中央の底に沈んだマネキンを水面に持ち上げ、泳ぎながら
25
㍍先のゴールまで運んで、タイムを競う競技 。足がつく場所で、試しに手で持つと、
40㌔というマネキン
の重さに驚いた。 ったまま泳ごう すると、体が引っ張られ、自分がおぼれてしまいそうにな 。　
だが、 「人命救助」が究
極の目的の競技では 運搬中にマネキンの口と鼻を水面より上側に保持しなけばならない。水底から水面に持ち上げるだけで大変なのに、 それを泳ぎながら 「安全」 運ぶのは相当きつい。最初の挑戦では数㍍も運べ
なかった。　
だが、鶴薗さんの「マネ
キンを自分の大切な人だと考えて」という声に気合いが入る。２回目の挑戦では何とかゴールまで運び切った。タイムは遅かったが、達成感があった その後も、棒状の浮きを人間に巻き付け、引っ張りな ら運ぶ競技や、足ひれをつけてマネキンを運ぶ競技など 体験させてもらい、全身へとへとに。朝練習が終わ のは午前８時過ぎだった。　
ライフセービング部の活
動はこれで終わらない。
18
時半から 筋力トレーニングが始まった。
20分間のラ
ンニングや、坂道を駆け上る練習が終わると、最後は屋内で数十㌔のバーベル持ち上げるトレーニングが
待っていた。　
黙々とバーベルを上げる
部員に、なぜ練習をするのか聞いてみたところ「トレーニングを積めば、今よりも更に重い人を助けることができるから」と 答えが返ってきた。彼らは常に人命救助を考えている。
川聖
きよなお
修教授（体育系）だ。
同教授に話を聞いた。　
ラートは鉄製の大きな輪
を二つ平行につなぎ留め体操器具で、競技者が中に入り、重心を動かすことでラートを回転させる。大会では技の難易度や正確さが競われる。１９２５年にド
イツで子どもの遊び道具として考案され、
60年に旧西
ドイツで競技会が行われたのをきっかけに体操競技として確立。 日本 は
40年に、
「操転機」として輸入され、戦闘機のパイロット養成器具として使われていたが、終戦後は軍事的なものとして禁止された。　
88年、当時東海大学の講
師だった長谷川教授は、留学先のドイツでラートに出会った。簡単に体が逆さまになれ、重力から解放る楽しさにひかれ、船便で日本へ送った。体操講師として全国を飛び回りつつ、 出張先でラートを実演。「 『ハツカネズミの回し車みたい』 『洗濯機の中に入た気分 と興味津々で、体験した人は誰もが面白がっていた」 。
95年の第１回全
日本ラート競技選手権大会には、長谷川教授を含む約
40人の選手が出場した。
　
軍事的に利用された歴史
もあり、ラートを見ると戦争を思い出す人もいるという。また、逆さづりになることに怖気づく人もいる。それでも実際に転がることで、その印象は心に強く残る。 「自分が初めて体験した時の喜びを、さまざまな人に伝えたい」という原動力が、 長谷川教授を動かす。　
現在筑波大学では共通体
育「基礎体育リフレッシュ体操」の授業でラートを体験できる。また、一部の中学校では体育トを導入するなど、教育現場にも取り入れられ始めている。今年７月に開催された第
10回世界選手権には、
18カ国から選手が参加。テ
レビで特集が組まれるなど、徐々に知名度が上がっている。
「自分の努力が命を救う」
世界大会でのラート競技の様子
用するなどし、約
23億円だ
った。　
ワールドゲームズの競技
には
16年ブラジル・リオデ
ジャネイロ五輪で採用される７人制ラグビーなどの種目から、綱引などのなじみ深いものまで、
33種類があ
る。今夏に開かれたコ ンビア・カリ大会には
50万人
以上が訪れ、来場者数は過去最高となった。　
このようにワールドゲー
ムズは世界で人気が高まっているが、日本では、これらの競技への資金援助や選手育成が、五輪競技に比べ
　
２０２０年東京五輪
の開催が決まり、日本全体でスポーツへの関心が高まっている。だが、注目が集まるのはメジャーな花形競技ばかり。今回は競技人口が少なく、知名度も低い“マイナースポツ” にスポットを当て、選手や指導者の視点から競技の魅力や、マイナーゆえの苦労を紹介する。
（井口彩、原啓
一郎、平嶋健人、森脇慎＝社会学類、添島香苗＝生物学類）
エアロビックの演技をする諏訪部選手
40 ㌔のマネキンを運ぶ本紙記者
　
アルティメットの世界大
会「ＷＦＤＦ２０１３世界Ｕ─
23アルティメット選手
権大会」に日本代表選手として出場し、団体で３位に入賞した國廣尭之さん（数学４年） 。 さんは、自分が全力で取り組む競技についてどう考え いるのだろうか。一問一答は以下の通り。◆アルティメットとは？　
各７人の２チームで直径
世界で人気高まる
進んでいない。 「五輪競技以外の支援体制がまだ弱く、国からの更なる支援を望んでいる」と日本ワールドゲームズ協会事務局の津田伸幸さ は語 。　
同協会の基本理念は「多
種多様なスポ ツを 民に紹介し、 普及すること」だ津田さんは「スポーツをしたい人に多くの選択肢が用意されるべきだ」と話す。　
現在、同協会に加盟して
いるスポーツは
42に上る。
目を向ければ、魅力 あふれたスポーツは くさんある。 中学体育の授業に導入
知名度向上
「五輪正式種目に」
２００９年からエアロ
ビック全日本選手権３連覇を果たし、現在指導者として活躍する諏訪部和也さん（体科１年）に競技をめぐる状況を聞い 。◆エアロビックとは？　
音楽に合わせて踊り、技
の難易度や表現力の高さなどを競うスポーツです。国際大会も開催されていますが、日本の 技人口は約３０００人と少ない。音楽に合わせ手拍子する観客と一体になって演技できるのが魅力の一つです。◆マイナースポーツならはの苦労は何ですか？　
小学５年生からエアロ
ビックを始めましたが、当
時から練習場所の確保に苦労してきました。試合は専用の床の上で行いますが、日本にはそれを備え 体育館が、北海道に１カ所しかありません。多くの選手が体育館などの普通の床でしか練習できず 大会当日まで専用の床を使えません。練習場所 不足が、日本実力を下げている大きな原因かもしれません。　
指導者不足も問題です
ね。ジュニア部門（
10才以
下）の指導者は足りていると言えますが、シニア部門（
17才以上）の指導者はほ
ぼゼロ いう状況です。海外留学しない限り、外国の選手と対抗できるような練習はできません。　
僕はよりレベルの高い環
境を求めてフランスに留学しましたが、そこで更に専
門的な指導を受けたことが、自信につながったと思います。◆普及のためにどん 活動をして か？　
日本エアロビック連盟と
協力し、エアロビックを紹介するホームページを作るなど情報発信に取り組んでいます。今後も普及活動を拡大し、五輪の正式種目にするのが目標で 。僕自身も子どもたちに教え、指導者不足の解消に貢献したいと考えています。◆今後の展望は？
 
　
大学２年生から３年間エ
アロビックの世界大会に出場しましたが、遠征費など
大学からの援助に助けられました。　
マイナースポーツでも、
の舞台で活躍する選手を今後も応援してほしいと思います。
　
　
夜の９時過ぎ、全ての活
動が終わった。森さんの表情に疲れは見えない。 「自分の努力 、誰かの命を救うことにつながる。だから毎日練習を頑張る」 ライフセービングの世界にゴールはない。
提供＝日本エアロビック連盟
　
朝６時過ぎ。 「ライフセー
ビング部」の朝練習に参加するため、体育センターのプールに向かった。　
水着に着替え、プールに
行くと部長の森大樹さん（生資３年）らが笑顔で迎
えてくれた。 「もしおぼれたらすぐに助けに行きますよ」 。小麦色に焼けた肌と、引き締まった体が頼もしい。　
体慣らしに
「
ラート」
ライフセービング部
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約３割の女子学生が、就
寝時に窓と玄関の施錠を「全くしない」あるいは「片方だけかける」……。本紙では
10月、約４００人の筑
波大生を対象に犯罪・防犯に対する意識についてのアンケートを実施したが、そこで浮き彫りになったのは学生の防犯意識の低さだった。また、４人に一人の女
子学生が「 （学内外で）身の危険を感じたことがある」とも回答。筑波大を取り巻く現状の一端が明るみに出た形だ。アンケートの質問と回答内容は以下の通り。　【あなたは普段、夜何時ごろに帰宅しますか】　「
22時以降に
帰宅する」という学生が
31％お
り、うち、 「
24
時以降に
特集
　
今年、筑波大学周辺では一人暮らしの学生を狙ったマンションへの侵入・窃盗
事件や「路上わいせつ」事件が相次いで起きている。このような中、学生は安全について、どう考えているのか。また学生の安全は守られているのか――。アンケート調査で学生の防犯意識を明らかにすると共に、実際に犯罪の起きた現場に足を運び、取材した。
（鈴木拓也、中島佳奈＝人文学類、林健太郎、原啓一郎、
平嶋健人＝社会学類）　つくば中央署、筑波大学
学生生活課への取材から最近の学生の犯罪被害をまとめた。■窃盗事件　
筑波大周辺の天久保・春
日地区では昨年６月ごろから今年６月にかけて、オートロックマンションを狙い、居住者が寝ている間に部屋に入り込む 「忍び込み」という手口の侵入・窃盗事件が多発した。　
一連の事件で、同署は今
年６月にアルバイト店員の男（
23）を住居侵入の容疑
で逮捕。それ以降、大学周
辺での犯行はないが、被害件数は約
35件に上った。一
連の事件 は、正面玄関のオートロックに過信し、自分の部屋 施錠をしないなど学生の防犯意識の低さが目立っていた。　
これとは別に学生生活課
には今年度、
11件の自転車
盗難被害が報告されている。鍵をかけない場合も多
く、ここでも防犯意識の低さが指摘されている。■わいせつ事件　
同署への取材によると、
筑波大周辺では今年１月から学生を狙った深夜の路上わいせつ事件が相次いで起
こった。
10月までに
17件
で、昨年の約２倍に増えており、同署は注意を呼びかけている。　
学内でも女子学生を狙っ
た事件は多 。図書館では学習スペースでの仮眠中を
狙い、体を触るなどの行為やトイレでの「のぞき」などが報告されている。■犯罪発生率　
学生生活課は、つくば市
や同署の統計を基に筑波大周辺の犯罪発生率（人口に対する犯罪件数）をまとめている（＝図） 。　
データによると、学 が
多く住む天久保地区などでは窃盗や住居侵入などの犯罪発生率が高く、部屋の施錠を怠るなど、学生の防犯意識の欠如が犯罪件数に結びついているとも考えられる。特に、天久保地区では自転車の窃盗や器物損壊などの犯罪を中心に、発生件数が２４６件もあった。
窃盗・わいせつ事件多発　「真っ暗で
30㍍先も見
えない」……。大学周辺で増える路上わいせつ事件。その現場の一つ、つくば市春日４丁目の歩道
は夜、街頭もない暗闇が続いていた。レストランで夕食中「被害にあった女子学生が助けを求めて飛び込んできた」という女子大生（
21） 。 「夜は
怖いから、 （照明のある）筑波大内部の道
を通る」という塾帰りの男子中学生（
15） 。現場
を歩き、人々の声を聞いた。　
平日の
18時過ぎ。筑波
大と筑波技術大学に挟まれた道を南に進んだ。道路に街灯はほとんどない。筑波技術大の敷地内には数本の明かりがあるが、うっそうとした木々
に邪魔され、ぼんやりしている。
30㍍先の人影は
やっと見えるが、
50㍍先
では全く見えない。メモも取れず、歩くには、時折通る自動車のライト頼りだ。　
これでは不審者がいて
も、気づきそうにない。道路の両側、特に筑波大側には多くの木が雑然と
枝を伸ばしている。 「あそこには人が十分隠れられる」 。 そう考えたらぞっとした。　
道も悪い。歩道中央に
は点字ブロックが埋め込まれているが、ブロックに接するコンクリート崩れている。そのためつまずきそうになることも。落ち葉も多く、滑
る。何かあった時にとても走ることはできそうにない。付近を自転車で通りがかった筑波大の女子学生（
21）は「暗くて車
道と歩道の段差が見えにくい。歩行者に 気づきにくいため、事故を起こさないか不安」 と話した。この女子学生は数カ月前、近くのレストランで
食事をしていた際に「わいせつ被害にあった女子学生が助け 求めて、泣きながら飛び込んできことがあった」という。「被害が続いているようなので、 （付近を歩くのは）怖いと感じる女子学生もいると思う」 。　
また、自転車で塾から
帰宅途中の男子中学生（
15）は「 （慣れたけど）
ここを通るのは暗くて怖い」という。普段は照明のある筑波大内の道を通るが、急ぐ日はこの道を使う。 「街灯が欲しい」 。そう話した。　
近くにあった理容店を
訪ねた。店主の宮本明広さん（
49）は事件があっ
たことは知らなかったが、やはり現場付近は、「暗くて怖い」 と話し、 「大学の木 少なくなれば少しは明るくなる」とも話した。
筑波大学周辺の犯罪を取り巻く環境に迫る
現場ルポルタージュ
い夜道
る」 という学生は全体で７・８％。深夜に動く学生が多いことが分かる。夜間外出の理由は 「サークルや部活」が
34％、 「アルバイト」が
23・７％で全体の半数を超
えた。また夜間外出の時、「一人で外出する」という学生が男子では
62・８％、
女子では
68％に上ってい
る。　【あなたは家にいる時、玄関の鍵をかけますか】　「必ずかける」 、または
「ほぼかける」と答えた学生が男子では
77・２％、女
子では
81・５％だった。一
方、これとは別に、就寝時の窓と玄関の施錠について聞いたところ、 「全くしない」ま は「片方だけかける」と答え 学生は男子では
39・６％、女子では
29・
２％に上った。　
筑波大周辺では昨年６月
～今年６月 かけて、正面玄関のオートロックに過信し、自分の部屋の施錠をしない学生を狙った侵入・窃盗事件が多発した。アンケート結果によると、無施錠のまま就寝することが日常化している学生もい ようで、学生の防犯意識が問われている。　
一方、学生宿舎に住んで
 
58% 26% 
3% 
7% 
6% 
就寝時の窓と玄関の施錠 
玄関も窓もかける 
玄関のみかける 
窓のみかける 
どちらもかけない 
無回答 
いる人で、トイレに行く時に部屋の鍵を「かけないことが多 」または「かけない」と答えた学生は男子では
83・５％、女子では
70％
もいた。宿舎の暗証番号式の正面玄関を「 （面倒なので）開けっ放しにする」という学生　【あなたは夜間、身の危険を感じたことはありますか】　「身の危険を感じたことがある」と答えた学生が男子では
13・６％、女子では
26・９％に上った。具体的
には、 「後をつけられ 」 「声をかけられた」などの女子
暗くて、怖い…
車に引き込まれかけた「
学生が目立っており、 「 （車で近づいてきた人に）道を聞きたいと呼び止められ、車に引き込まれかけ 」という女子学生もいた。一方、大学近辺 危な と思う場所については 「一の矢、ループ、東 通り」の順で回答が多く、 「大学循環バスの停留所で 人目につかない場所がある」との意見もあった。　◆調査方法　
10月
23―
25日に、学類の
授業後、所属学類や住んでいる地域などを含めた
12個
の質問に答えてもらうアン
防犯ンケート
最近の犯罪被害
ケートを実施。男子２４２人、女子１３０人、性別無記載
41人
の計４１３人から回答を得た。学年別の内訳は、学群１年が１６９人、２年が１４３人、３年が
55人、４年
が
41人、院生が
３人、無記載が２人だった。
 
34% 
24% 
18% 
14% 
5% 
3% 
2% 
1%未満 
夜間外出の理由（２つまで） 
サークルや部活 
アルバイト 
飲み会・友人との遊び 
コンビニなどへ買い物 
サテライト・図書館での
自習 
研究室やゼミ 
その他 
 
29% 
1% 
24% 
15% 
13% 
11% 
4% 
3% 
1%未満 
普段の帰宅時間 
～19時 
19時～20時 
20時～21時 
21時～22時 
22時～23時 
～24時 
24時～翌2時 
翌2時以降 
無回答 
下＝筑波大学周辺の事件発生現場
上＝現場ルポルタージュのルート
　
アンケートによる学生の
防犯意識の調査結果を踏まえ、つくば中央署に話を聞いた。　
同署は「つくば市は学生
が多く居住している。一人暮らしで防犯意識が低いことなどから、学生を狙った犯罪が起こりやすい」と指摘する。実際、筑波大学周辺で今年発生した無施錠の個室を狙った侵入・窃盗事件（忍び込み）や路上わいせつ事件の被害者のほとんどは学生だった。　
また同署は「普段から犯
罪は他人事ではなく、自分にも起こりうると意識することが大事」と訴える。このような意識を持てば、例えば、就寝時に鍵をかけ忘
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　「なぜ人間は眠くなるのか」 「睡眠時間はどうやって決まるのか」 。こんな、一見単純な疑問にも、人類はきちんと答えられない。まだ謎の部分が多い睡眠のメカニズム解明に挑むのが世界の睡眠研究の第一人者、柳沢正史教授（国際統合睡眠医科学研究機構）だ。　柳沢教授は３年前か
ら、睡眠量や 気などに関係する遺伝子を突き止めるための研究に取り組み始めた。そして、睡時間を調節する遺伝子を突き止めるなど早くも成果を上げている。　
柳沢教授が最近特定し
　「卒業生からの手紙」を書いてほしいと言われ、正直戸惑いました。特に何の取りえも無い私から、後輩に何を伝えれば良いのでしょう。　私はスポーツ競技に秀
でた能力が無く、一般入
試で入ったため、毎日部活で雑用のような事ばかりをしていまし 。 「Ｔｈｅ女子大生！」み いな生活もしていません。試験直前に皆で励 し合いながら過去問などをせっせとやりはしま たが、勉強を死ぬほどした記憶もありません。　
そんな私の過去から
も、 「勉強は、やれるだけやった方が良い！」言えます。どんなに部活が大変で 自分の目標を見失わずに勉強していた人はいました。友人の姿に気付くこともなく私は日々の練習（部活）についていくことに必死でした。もっと勉強して
おけば良かったと思います。毎日の授業で疑問を持つこと、素晴らしい教授の皆様と仲良くなり、謙虚に教えを請うこと。後悔ばかり出てきます。　
今は高校の教員をして
いますが、卒業した生徒との交流の中で、留学して大きく将来を切り開いていく姿を目の当たりにして、あんな学生時代も送ってみたかったなとうらやま く思うこともあります。やはり、自分の信念を持って生活していくべきだったと思います。何のために筑波大学に入り、 学び、将来どうし いのか……。もっと真剣にそう
したことに向き合っていれば良かったと思います。　
一言だけ伝えておきま
す。今どんなに苦しくても、心が折れそうでも、歯を食いしばって前を向いて、できることを全力でやり切ってほ い。決してあきらめずに挑戦し続ければ、開けない道はありません。つくばとう素晴ら い環境にいるのですから、それを存分に利用して下さい。　
大学に行きたくても行
けない人たちが世界にはたくさんいます。今は目の前が真っ暗で、もう逃げ出し い、そう思うこともあると思います。私も何度も経験しました。本当に苦しくて、自分の存在がとても小さく感
小松 優子
た睡眠に関わる遺伝子は二つある。 一つは 「スリーピー」という、睡眠時間を調節する遺伝子。これに異常があるマウスは眠時間が１・５倍以上増えた。もう一つは「ドリームレス」という遺伝子。これに異常 見られるマウスはレム睡眠（夢を見る状態の睡眠）が長く続かなかった。　「いずれも睡眠との関連が全 指摘されてこなかった遺伝子だった」
（柳沢教授） 。成果は新しい睡眠薬の開発研究などへの応用が期待されている。　
これまでの睡眠薬は
「ある種の麻酔」 （柳沢教授）だった。これらの薬によって引き起こされる睡眠は自然な睡眠と脳波が違う。 だが、 スリーピーに作用する薬ならより正常な睡眠に近づけられるかもしれないという。また、スリーピーを詳しく調べることで「 ぜ睡眠時間の長さに個人差があるのか」も明らかにできる可能性があるという。　
柳沢教授の研究では、
約２万個あるとされ マウスの遺伝子から約
50個
を無作為に選び、化学物質を使って、突然変異を起こす。すると、ごくまれに睡眠時間が異常に長
いなどのマウスが現れる。その遺伝子を調べ、睡眠への影響を調べる。これまで調べたマウスは６０００匹以上。まさに手探りの実験を繰り返してきた。　
柳沢教授が睡眠を研究
し始めたのは１９９９年。逆説的だが「何がど
のように睡眠量や眠気を調節するかなどは全
く分かっていない」ということが、最初の
10年で
分かったことだった。結局、 「睡眠の本質」に迫るには睡眠と関わる遺伝子を「数撃てば当たる」（柳沢教授）方式で探るしかなかった。　
だが、この方法はリス
クも大きい。時間は限ら
れている上、マウスを飼育する費用や人手もかかる。成果が出 かも分からず、睡眠研究で柳沢教授以前に、この方式を選んだ研究者はいなかった。 「もし成果が出なければクビ」 。それでも 「誰かがやらなければいけない」という思いが挑戦へのエネルギーに った　
睡眠と関わる遺伝子を
睡眠に関わる遺伝子特定
眠研究
探し始めて３年。 「スリーピー」を発見するなど成果も出た。ただ、研究はまだ始まったばかり。 「睡眠のメカニズム 解明ることに貢献できれ 歴史的な大仕事になります」 。それが明らかになる日もそう遠くはない。（鈴木拓也＝人文学類２年）
私立創価高等学校教諭
さん
メカニズム解明に一歩
自分らしく頑張って
鑑
筑
波
図
　
トノサマバッタに似る
が、 後
こうし
翅に黒い模様があり、
飛び立つときにはそれが車輪の様に見える。このクルマの走りを見る為には登山
を強いられるが、山頂のサーキットにひっそりと暮らす彼らの性能は抜群、その精巧な姿は見る者を魅了する。だが、そ プライドの高さゆえに、彼らを平地で見つけ のは至難の業である。
（写真・文＝武藤将道、
生物３年、 野生動物研究会）
　
なぜ、春日４丁目の筑
波大学と筑波技術大学の間の道は、暗いままなのか。近くに住む、春日４丁目自治会の東條三郎会長（
66）と福多健二前会
長（
82）を訪ねた。
　
会長、前会長によると
辺りは暗く、犯罪や交通事故が多発しているため、３〜４年前に街灯設置をつくば市に打診したことがあるという。 だが、設置は困難だと言われ、その後進展はない。　
前会長によると、自治
会では防犯のため、夜のパトロールを続けてきたが、人員不足からそれも今年は中止しているという。会長は「今後も粘り強く市と交渉し、明る春日４丁目にしたい」と話した。　
つくば市役所の危機管
理課は「現場は林に囲まれており、確かに暗い。何かしらの対応が必要だ」と話し、街灯が設置されない理由について「現場付近の歩道には電柱が無いため、そこから街灯用の電力が取れない」と説明。 「すぐには対応できないので、それ
まで違う道を使ってほしい」と話した。　
電柱が無い歩道につい
て同市道路課は「太陽光パネルを用いた防犯灯を設置することも可能だが、数十万円の費用がかかる」として、 「筑波技術大に協力を仰ぎ、構内の電力を使った街灯を設置できないか交渉 いきたい」と話した。　
筑波技術大の財務課は
「学生からは、街灯の要望は挙っていない」とて、 「周辺に街灯を設置する計画 ない」と文書で回答した。
じ、自分なんていなくてもいいんじゃ いかと思ったこともありました。それでも前を向いて、踏ん張るしかせんでした。そしてそうすれば必ず、一歩前進できました。ま 、あなたの必死な努力が 後輩や周りの友人の希望になります。その苦 かった経験が、いつか人を励ませる自分に成長させてくれます。 だから後輩 皆様、今は何があっても、学びに学んで力をつけ、将来、世の中の役に立つ人になって下さい。人と比べることなく、自分らしく頑張って下さい。心から応援しています。
（体
育専門学群卒）
街灯設置を市 打診 なぜ
れることもない。アンケートの結果では就寝時に玄関と窓の両方、あるいは片方の鍵をかけない学生は男女共に３割前後もおり意識の低さがうかがわ た。　
また同署は「想定外の犯
罪が起こると、慌てたりして助けがすぐに呼べないなど被害も大きくなってしまう」と警告する。被害を最小限に留めるためにも、「犯罪は身の回りで起きている」ことを普段から意識しておくことが大切だという。　
一方で同署は、一連の路
上わいせつ事件では帰宅後に通報する事例もあったいい、 「万が一犯罪に巻き込まれた場合は、迅速な捜査のため もすぐに携帯などで通報してほしい」と呼びかけている。
（鈴木拓也＝
人文学類２年）
街灯が無い？
対策
夜間（左）と昼間（右）の筑波技術大学沿いの道。
夜間（19時ごろ）はほとんど先が見えなかった
設置は困難
 実現せず
自治会
「
」
実験室でマウスの飼育箱を持つ柳沢教授
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ピンチ乗り切り
 延長戦で勝利
首都大学野球秋季リーグ
接戦勝ち抜けず
６勝７敗で４位
小林
 惜しくも５位
世界ジュニア選手権大会 　
20日の対戦相手はリー
グ戦３連覇中の王者、青山学院大。 「青学は強い。でも、勝ちに行くぞ」 。吉田健司監督（体育系・准教授）の言葉が 館に響いた。　
坂東拓（体専３年）が
「積極的にシュートできた」と話すように、序盤から連続してシュートを決める。防御面でも池田龍之介（同４年） ・武藤
修平（同４年） のブロックが光り、第１ピリオドは
24─
14
で終了した。観客席から見ていたバスケ部の田中仁（同２年）は「強豪校相手に全力で攻めている」と笑顔を見せた。 「流れを
記者の目
　
第
89回関東大学バスケットボールリーグ戦が８月
28日
から
10月
27日まで国立代々木競技場第二体育館（東京都
渋谷区）などで行われた。男子バスケットボール部は１部リーグで
10チーム中５位に入賞したが、昨年度に比べ
一つ順位を下げた。　
10月
19─
20日には、筑波大学中央体育館で試合が行わ
れた。
19日は白鴎大学に
73─
78で敗れたものの、
20日は
青山学院大学に
82─
75で勝利した。
（鈴木拓也＝人文学
類２年、原啓 郎＝社会学類３年） 第
89回関東大学バスケットボールリーグ戦
来年の活躍に期待
3 連覇中の王者 青学に勝利
坂口がピンチを救う
つかんだ」と会場の誰もが思った。　
しかし第２ピリオド、
青山学院大の反撃が始まった。正確なシュートと鉄壁の守備に圧倒され、
38─
38と追いつかれ
た。武藤がゴール下で活躍したこ もあり、
45─
38で前半が終了。王者の
猛攻から、 「なんとか逃げ切った」 （笹山貴哉＝同３年） 。　
連敗は何としても避け
たい筑波大。第３ピリオド開始を前に、選手たちは「絶対に勝つぞ」と気を引き締めた。試合が始まると、笹山を中心 得点を重ね、開始３分で
12
点の差をつけてリードした。最後 で点差を守り抜くと
66─
52で第４ピリ
オドに突入。だが再び青山学院大が追い上げ、一時は４点差 まで詰め寄られる。　
ピンチを救ったのは坂
口幹（同４年）のスリー
　
筑波大学は、第
89回関
東大学バスケットボールリーグ戦での７敗のうち、５つの試合で第１ピ
リオドから点差をつけられている。　
例えば
19日の白鴎大学
戦だ。第１ピリオドで
10
─
20と大量失点すると後
半に一時は３点差まで迫ったものの、結局
73─
78で敗北。試合後、武藤
修平（体専４年）は「 （序盤で相手に）主導権を握られた」と反省し 。また坂口幹 （同４年） は 「第１ピリオド の点差を最後まで返せなかった」と語った。　
序盤に弱い原因につい
て笹山貴哉（同３年）は「出だしは体が固い」ことを挙げた。また吉田健司監督（体育系・准教授）は白鴎大戦を振り返り「序盤は５人の連携ができておらず、守備が崩壊した」と語った。　
その一方で、父兄から
は 「筑波大の守りは堅く、
相手にシュートをなかなか打たせない。相手が得点するのに時間がかかり、 （相手側は）リ ドされると厳しい」との評価もある。また池田龍之介（同４年）は「全員で守って、全員で を取る姿勢が筑波大の強みだ」と話す。チーム 長所を生かすためにも 序盤ペースをつかむコツを身に付ける必要がある。　
現に序盤でリードでき
た青山学院大学戦では、
82―
75と勝利につなげ
た。笹山は「昨日の白鴎大戦の反省を生かし、序盤から積極的に攻めることができた」と語った。リーグ戦の結果は
11勝７
敗で、
10チーム中５位。
来年度の更なる活躍が期待される。
（平嶋健人＝
社会学類２年、原啓一郎＝同３年）
　
第６回東アジア競技大会
の柔道競技が
10月
14─
15日
に中国の天津で開かれ、
66
㌔級で森下純平（平成
24年
度体育専門学群卒・了徳寺学園）が優勝を果たした。　
森下は、１回戦でヤン・
ヤイファン （中国） と対戦。
30秒過ぎに片襟で指導を受
けるも、１分過ぎ、相手が
奥襟を取りにきたところに低い姿勢で大内刈を合わせて一本勝ちした。　
次の準決勝の相手はブベ
イバータル（モンゴル） 。お互い組手不十分で攻めあぐみ、中盤、両者に指導が与えられる。残り１分、森下が組み際の低い姿勢でまたしても大内刈を掛け見事有効を奪うと、そ まま試合が終了。優勢勝ちで決勝進出を決めた。　
決勝戦の相手はヒョン・
ソンチョル（北朝鮮） 。互いに３つずつ指導が与えられた状態で残り１分、森下が片襟で反則負けの判定を
受ける。だが、副審とジュリーが取り消し、試合はそ　
柔道の世界ジュニア選手
権大会が
10月
23─
27日にス
ロベニアのリュブリャナで開催され、
90㌔級で小林悠
輔（体専２年）が出場するも５位に終わった。　
小林は大会３日目の２回
戦から登場。２、 ３回戦を無事勝ち抜くも４回戦で南北アメリカのジュニア選手権の覇者、エンリケ・シルバ（ブラジル）と対戦し、内股を返されて一本負け。　
３位決定戦進出をかけた
敗者復活戦で小林はクリスチャン ・ トフ（ハンガリー）と対戦した。互いに終始一歩も譲らず、試合は延長戦に突入。開始と同時に両者は優位な組手を取ろうとして激しく牽制し合った。だが開始後
10秒に、小林が相
手の右手の袖口をうまくり、一気に内股を掛けて一本勝ちした。　
そして臨んだ３位決定戦
ではヒチョムスキ・パトリック（ポーランド） 小内刈を掛けられて優勢負けを喫し、５位という結果で大会を終えた。　
増地克之監督（体育系・
准教授）は「この経験を生かして講道館杯に臨みい」と語った。
　
９月７日から平塚球場
（神奈川県平塚市）などで行われていた首都大学野球秋季リーグ戦が
10月
21日に
閉幕し、筑波大学は６勝７敗、勝ち点２で４位に終
わった。リーグ戦序盤で東海大学や日本体育大学など上位チームとの接戦を勝ち抜けなかったこ が響いた。　
第１週の城西大学戦以降
勝ち点を奪え いまま迎えた第５週の帝京大学戦では、１回戦にサヨナラ勝ちするも、２回戦では打線が抑えられ惜敗。続く３回戦でも負け、 勝ち点を逃した。　
だが、最終週の大東文化
大学戦の１回戦では宮谷陽介（体専４年）が好投し、打線も８回に一挙に４点を奪うなど好調。５―０で勝利すると、続く２回戦も７―１で完勝し、勝ち点をげた。
講道館杯に期待
序盤のリードが鍵
円陣を組み気を引き締める選手たち
森下純平
　
筑波大学開学
40周年記念の筑波大学吹奏楽団第
70回
定期演奏会が
12月６日（金）にノバホール（つくば市
吾妻）で行われる。曲目は１部「オリエントの光芒〜ウインドオーケストラのために〜
　
他」 、２部「ウエ
スト・サイド・ストーリー・セレクション
　
他」 、３
部「バレエ音楽『火の鳥』より（１９１９年版）他」の３部構成。　
18時開場、
18時
30分開演。
　
チケットは一般＝前売り券４００円、当日券６００
円。高校生以下は無料。　
チケット予約・問い合わせ＝０９０―６３４７―
２４６０、
u
tsb
_
in
q
u
iry
@
h
o
tm
ail.co
m
　
詳細＝
h
ttp
://so
u
n
d
.jp
/u
tsb
/ （筑波大学吹奏楽
団公式ホームページ）
星野リゾート社長
 特別講義
吹奏楽団第
70回定期演奏会
　
株式会社星野リゾート代表取締社長の星野佳路さん
が講師を務める特別講義が
12月２日（月）の
18時
30分
から５Ｃ棟２１６で行われる。星野さんは倒産した日本のリゾート、宿泊施設の革新的な再生事業で世界的に注目を集める経営者。講義は未来構想大学講座「勇者の鼓動─未来を創るスポーツ王国論─」の一環で、履修者以外 参加者も募集す 。当日は「ヒトが最大資源！─文化 産業にしていく価値創造マネジメントに学ぶ─」をテーマに、星野さんが自身の経験談を交えながら２時間ほど講演す 予定。　
参加費は無料で、
11月
22日（金）までにウェブ上で
の事前申込み 必要。申込みは筑波大学職員、学生み可。先着１２０人。　
詳細＝
h
ttp
://w
aisp
o
rts.co
m
/h
o
sh
in
o
_
co
n
tac
　
第４回つくばアクションプロジェクト公開シンポジ
ウム「未来の扉をあけるＴ
– ＡＣＴ」が
12月５日（木）
の
15時
40分から総合研究棟Ａで開催される。
　
当日は清水一彦副学長による開会挨拶に始まり、
Ｔ
– ＡＣＴの事業報告やＴ
– ＡＣＴ表彰・事例報告な
どに続いて、人文学類ＯＢでコピーライターの一倉宏さんによる講演なども予定されている。
18時からは本
部棟レストランで交流会が催される予定。　
問い合わせ＝０２９
—
８５３
—
２２６９（Ｔ
– ＡＣ
Ｔフォーラム）　
詳細＝
h
ttp
://w
w
w
.t-act.tsu
k
u
b
a.ac.jp
公開シンポジウム
ポイントシュートだった。 「自分が（試合の）流れを変えたかった」 。彼の活躍が会場とチームを一気に盛り上げ、そのまま逃げ切り
82─
75で試
合終了。満員の中央体育館 歓声が響いた。 （
12
面に関連写真）
上＝ドリブルで果敢に攻める笹山（中央）
下＝筑波大学の応援をする観客
のまま延長戦に突入 １分を過ぎたところで、消極的な相手が反則負けと判定され、優勝を果 した。
◆漕艇
　
第
54回全日本新人
選手権大会（
10月
25―
27
日、 戸田ボートコース） 【男子】シングルスカル・越智寛太（体専２年）７分
31秒
46＝３位◆陸上
　
第
97回日
本陸上競技選手権リレー競技大会（
10月
25―
27日、日
産スタジアム） 【男子】 ４×４００㍍リレー・山田涼馬（体専２年） 、加藤誠也（同３年） 、 荒井将徳 同１年） 、田中新也（同２年）３分
11
秒
61＝６位【女子】４×
１００㍍リレー ・ 中野瞳 （体育１年） 、相馬絵梨子（体専４年） 、 世古和（同４年） 、清山ちさと（同４年）
45秒
96＝２位
小林悠輔
スの要である車屋紳太郎（同３年）が活躍する筑波大を選んだ。　
だが、大きな壁にぶ
つかった。１年生の
10
月、度重なる肩の脱臼で手術を余儀なくされ、約半年間サッカーができなくなった。 「同期 試合で活躍しているのを見る
レギュラーの座を獲得した。 「ずっとサッカーを続けていきたい」 。そう思って大学は、高校時代の先輩でもあり、現在キャプテンの谷口彰悟（同４年）やディフェン
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けがを克服し夢を追う
の
ラ
グ
ビ
ー
競技力の向上を目指す
　
第
87回関東大学サッ
カー１部リーグで、
10月
28日現在
12チーム中３位
と好成績を維持している筑波大学蹴球部。好調に一役買っているのが若杉拓哉（体専２年）だ。前線で体を張り常にゴールを狙う姿勢が持ち味で、周囲からは次期エースと期待されている。　
サッカーを始めたの
は小学生の時。 「本当は野球をやりたかったが、通っていた小学校にサッカーチームしかなかったためとりあえず入ってみた」 。そんな気軽な気持ちで楽しんでいたサッ
カーだったが、６年生の時、熊本県の選抜候補に残ったことで自分の実力に自信を持った。中学時代はサッカー部に所属し、３年生の時に２回県の大会で優勝したが、九州大会では初戦敗退に終わった。「もっと上を目指したい」という思いが芽生えた。　
高校は、
県内屈指のサッカーの強豪校である大津高校に入学。１年生から試合に出場し、２ には
蹴球部次期エース
帝京の選手をかわす福岡
　
身体に取り付けたセン
サーで平泳ぎの時の足の動きを分析し、練習に生かす
　
川隆明さん（体科３年）
ら筑波大学水泳競技方法論研究室が行う水泳部の練習方法が成果を上げている。分析の結果、水をける足の
力が
10％強くなった他、体
力が続くまで泳げる時間が１ ・４倍長くなった。日本ではセンサーを使い、選手の泳ぎを評価・改良する練習を行っているのは筑波大だけ。今後 計測の精度を上げて競技力の向上を目指す。　
これまで水泳の練習では
水中カメラを用い、選手の泳ぎを検討する方法が一般
　
関東大学対抗戦が９月
15
日から
12月１日にかけて秩
父宮ラグビー場（東京都港区） などで開催されている。
10月
31日現在で、筑波大学
は１勝３敗で８校中５位。また帝京大学が４連勝したことで昨年に続く連覇の夢は消えた。　
初戦と第２戦共に慶應義
塾大学、早稲田大学を相手に連敗という結果 迎えた第３戦の明治大学戦は、
10
月６日 熊谷ラグビー場（埼玉県熊谷市）で行われ、筑波大が
50―
10で大勝し
首位の専修大を制す
男女共に団体で活躍
第 45 回関東学生弓道選手権大会
と焦りを感じた」と当時を振り返る。これまで長期のけがをしたことがなかった彼にとって、 の期間は「サッカーなんて
見たくなかった」と言うほどに、これまでのサッカー人生の中で一番つらいものとなった。　
そんな彼
を支えたのは「 『年
ねんじゅうむきゅう
中夢求』 。
どんな時でも夢を追い続けろ」という高校時代の監督、筑波大ＯＢ平岡和徳さんの言葉だっ
た。 その言葉を思い出し、けがをしていても今の自分にできることをやろうと、グラウンドに行く代わりに筋トレに励んだ。トレーニン センター通い、トレーナーの指導
（体専２年）
の下、下半身の強化や手術で衰えた肩の筋力を取り戻すトレーニングに打ち込んだ。　
その努力は半年後、
ピッチに戻った時に花開いた。けがの前ま は相手にぶつかられると ぐに倒れていたが、筋トレのおかげで足腰が鍛えられ、簡単には倒れない体が作れていた。 「けがをしたからこそ、前線で体を張れるという武器を手に入れられたと思う」 と、今は前向きにけがの期間を受け止めてい 。　
目標は日本一になるこ
と。 「まず インカレに出て、 日本一になりた 。でもそれは通過点。本当の夢はプロになること」と若杉さんは自信に満ちた表情で語る。けがを乗り越えた未来のエース今日も夢を追い続ける。（油布知夏＝人文学類１年）
た。　
筑波大は開始直後から積
極的に攻め、前半１分、相手がけっ ボールを奪い山内俊輝（体専２年）が先制トライを決める。続く４分にもスピードある連続攻撃から再び山内がトライ ７分と
27分にそれぞれトライ
を許したが、前半は
24―
10
でリードする。　
後半に入っても筑波大の
猛攻は続いた。後半２分、見事なパスワ クで相手を抜き、最後 下釜優次（同４年）がトライ。その後も筑波大は８分、
29分、
34分
にそれぞれトライを決め
第
87回関東大学サッカーリーグ戦
インカレ出場権圏内
　
第
87回関東大学サッカー
リーグ戦後半戦が９月４日から
11月
24日にかけてＳｈ
ｏｎａｎ
　
ＢＭＷスタジア
ム平塚（神奈川県平塚市）などで行われている。
10月
28日現在で筑波大学は３位
につけており、インカレ出場権獲得圏内の４位以上をキープしている。　
10月
23日の慶應義塾大学
戦でリーグ後半戦初の黒星を喫した筑波大は
27日、
92
〜
94年に筑波大が達成して
以来のリーグ戦３連覇を目
的だったが、選手が水からどのような力を受けているかや、足が水をける強さなどは分からなかった。そこで
　
川さんはセンサーを
使って選手の足 動き 分析する研究を始めた。　
だが今までセンサーでけ
る足の力を測定した研究がなかったため、まず平泳ぎの足の動きを再現したロボットで測定の精度 調査。そ 後実際に水泳部の選手４人にセンサー つけ昨年の５月から４カ月測定
２連覇の夢消える関東大学対抗戦「練習・戦略を修正」
た。途中に相手が攻撃を仕掛ける場面もあったが堅い守りで得点を許さず、
40点
差をつけての快勝だった。　
だが
20日に秩父宮ラグ
ビー場（東京都港区）で行われた第４戦・帝京大戦では３―
10で惜敗し、３つ目
の黒星を喫した。　
大雨が降る寒空の下始
まったこの試合は、雨の影響で互いにミスが多い立ち上がり。帝京大 パワーに押される場面もあったが、チャンスを見つけ積極的に敵陣へ攻め込んだ。だが得
点にはつながらず、逆に前半
12分にペナルティゴー
ル、
30分にはトライを許し
０―
10で前半を折り返す。
　
後半なんとしてもトライ
を奪いたい筑波大は何度も攻撃を仕掛けるが、帝京大の強力な守備陣に阻まれ得点できない。後半
29分には
ペナルティゴールを得て３点を返すが、最後までトライを決められず敗れた。　
内田啓介主将（同４年）
は「 （対抗戦は）後３試合しかないので、しっかり勝てるように練習したい」と話した。古川拓生監督（体育系・准教授）は「一瞬のちゅうちょが負けにつながった。今までのトレーニングや戦略を修正していきたい」と厳しい表情を見せた。
（
12面に関連写真）
指す首位、専修大学との試合に臨み、２─０で勝利した。　
筑波大は試合開始早々か
ら積極的な攻撃を見せる。だが谷口彰悟（体専４年）のパスを受け 曽山慶太（同４年）のシュートは相手ＧＫに止め れ、左サイドからのパスに合わせ 前原拓哉（同４年）のシュートがゴールバー 弾かれるなど、前半は無得点で終了した。　
後半、上村岬（同４年）
へのファールで専修大の選手が２枚目のイエローカー
ドをもらい退場すると、一気に筑波大のペースに持ち込んだ。
79分には、前半か
ら再三チャンスを作っていた曽山が右サイドか ドリブルで仕掛けて３人をかわし、左足のシュートを決めて先制点を挙げた。
81分に
は上村のミドルシュートが相手ＧＫに弾かれるも、こぼれ球を武内要（同３年）が押し込み１点を追加。武内は関東大学リーグ戦初先発で初得点となった。　
守備の面ではＧＫ神
かん
舎じゃ
宏（同４年） 相手ＦＷとの１対１の場面でも得点を防ぐなど、関東大学リーグでチーム得点数トップの専修大の強力な攻撃陣をシャットアウト。貴重な勝ち点３を獲得した。
を行った。測定では、選手はパソコンにつながれたセンサー 足に取り付け、同じ場所で泳ぎ続けることできる特殊なプールで体力が続くまで平泳ぎを行う。そこで１秒間につき約２００のデータを集めた。　
そのデータを元に疲労時
の泳ぎの変化や、一回の動作で多く進める時と全然進めない時の違いを客観的に分析。選手が常に同じような泳ぎができるよう、練習に反映したところ大きな効果があった。同研究室は同様の方法を使ってクロールなど他の泳法も している他、今後はシンクロや水球など、他 競技に 今回の成果を生かしたい考えだ。
上＝特殊なプールで平泳ぎをする選手、下＝足に付けられたセンサー
　
第
45回関東学生弓道選手
権大会秋季リーグ戦北ブロックが９月
15日から
10月
13日まで、筑波大学などで
行われた。筑波大は団体で男女共に北関東ブロックで優勝し、決勝大会進出を決めた。
　
男子団体の初戦では筑
波大が１６０射１０１中（１６０回弓を射った中で、１０１回的に当たったことを示す）で１６０射
86中の
群馬大学に勝利し、その後の試合で高崎経済 学と茨城大学を相手に連 。最終戦では、帝京大学宇都宮キャンパスの１６０射
86中
に対して筑波大は１６０射１１３中と大差をつけて快勝した。　
女子団体は初戦で高崎経
済大の
60射
24中に対し
60射
36中で勝利すると、その後
の宇都宮 学戦も制した。第３戦では
60射
26中の群馬
大に対して筑波 は
60射
40
中で勝ち、その後も順調に白星を重ねた結果、優勝を果たした。
??
若杉拓哉
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アート＆デザインプロデュース
にぎやかな仲間たちと（右下が高畠さん）
　
生物学類と生命環境科学
研究科が主催する「バイオ
　
中野目徹教授（人社系）
と実習の受講生ら
18人は
10
月３─５日、長善館史料館（新潟県燕市）で、書簡など所蔵史料１４０７点の整理・調査を行った。史料の中には筑波大学の前身・東京高等師範学校の教員を務め、文化勲章も受賞した古典中国文学研究の先駆者、鈴木虎雄さんの書いた手紙など貴重なものも含まれている。　
長善館は１８３３年から
１９１２年まで続いた私塾で、鈴木さんがそこで
12才
の時まで学んでいたこともあり、当時の史料が残っていた。歴史人類 が専門の中野目教授は以前から鈴木さんについて 研究をして
おり、昨年
11月に同市で行
われた「豹
ひょうけん
軒鈴木虎雄没
後
50年記念会」に出席。そ
こで同史料館の史料が未整理であることを知り、整理の協力を申し出た。　
作業では史料を長期保存
に適した封筒に入れ、史料名や内容などの情報を専用のカードに記録。史料の扱いに慣れたОＢの指導下、学生は熱心 取り組んだ。また今回まとめられたカードは電子データ化され、来年には目録として同史料館に収められる予定だ。　
今回の調査では移動用に
市のマイクロバスを提供するなど燕市も全面的に協力し、４日には鈴木力
つとむ
市長
　
自殺問題を題材にした
ドキュメンタリー映画の
国籍豊かな仲間と高め合う
貴重な史料に触れる
が激励に訪れた。中野目教授は「市の名誉市民でもある鈴木虎雄さんについての
ドキュメンタリー映画上映
史料は市の文化財になり得るもの。学生の教育だけでなく、社会貢献にもなり、充実した活動となった」と話した。
　
フランスのブザンソン
に来て約１カ月が経ちました。出国する直前までサークルと出発準備に追われる日々で、実感の無いまま日本を出て、ブザンソンに来た当初はスーパーで買い物をするのにも一苦労だった私でしたが、ようやくこちらでの生活に 慣れてきました。
?
　
ブザンソンは緑豊かで
こぢんまりした住みやすい街で、とても気に入っています。来年から学部の授業を履修するために、現在は大学の語学学校でフランス語漬けの日々を送っています。最初は語い力もかなり乏しく、言いたいことが全然伝えられずもどかし ったのですが、少しずつ文法も語いも身に付き、なんとか伝えられるようになってきました。また授業中分からな ことあればすぐに質問し、意見があれば進 で発言するなど、日本にいたときより積極的になったと実感しています。　
クラスはブラジル人が
７割程度に日本人、韓国
人、スペイン人、マレーシア人、アフガニスタン人、ギニア人と国籍豊かで、毎日非常ににぎやかです。先生方にも、これほど仲の良いクラスはないと言われるほどで、自
国の言語で話していると「パルレ
　
フランセ
　
シィルヴプレ（フランス語で話して下さい） 」と互いに茶々を入れ合い、皆でフランス語を話す努力をして ます。　
休日には先生も交えて
クラスの 食事会やダンスなどを楽 んでいま
す。大学の学生団体主催の国際交流会や工場見学など多岐にわたったイベントもたくさんあり、そうした場を通して友達を増やしています。また、以前ブザ ソンに留学しておられた先輩方がお世話になっていたフラ ス人のご夫婦の家で毎週勉強させてもら たり、日本好きな画家の 家に呼んでもらったりなど、新しい出会いが日々満載で充実しています。　
旅立つ前は不安ばかり
でしたが、今は留学して良かったと心から思っています。まだまだ自分の専門分野の授業をこなすには語学力が足りないので、これからもクラスの皆で高め合っていこうと思います。
（国際総合学
類３年）
周りの人を気にかける契機に
霞ヶ浦を自転車で一周
観光マップ作成へ
上映会「 『 “Ｓａｖｉｎｇ１００００”―自殺者１万人を救う戦い―』上映会ｉｎつくば」が
10月
18日、３
Ｂ棟２１３のプレゼンテーションルームで行われた。映画の上映後には制作者のレネ・ダイグナンさんが講演を行い、会場には学内外から
36人が訪れた。
　
このイベントは、学生の
自発的な活動を大学が支援する「つくばアクションプロジェクト（Ｔ
-
ＡＣＴ） 」
の支援を受けて昨年から自殺予防のための啓発活動行う学生組織「希死回生」
自転車で霞ヶ浦を一周する学生たち
ミトコンドリア
がんとの関係 明らかに
多くの学生の前で講演する林教授
バイオｅカフェ
自殺者１万人を救う戦い
フランショコンテ大学
（フランス）高畠優香
が主催。自殺問題について考える機会を提供するために開かれた。　
この映画は欧州連合（Ｅ
Ｕ）駐日代表部の経済担当官を務める、映画制作の素人だったダイグナンさんが３年をかけて自費で制作。ダイグナンさんは交流のあった隣 が自殺したことをきっかけに関心 持つようになったといい、 身を含め、さまざまな形で問題に関わってき 人たちが語るドキュメンタリー映画に仕上げた。　
日本では毎年約３万人の
　
その土地に何度も足を
運んだ研究者たちの目を通すと、ガイドブックに載っていない「何か」が見えてくる。そんな本
　
芸術系の共通科目「アー
ト＆デザインプロデュース（ＡＤＰ） 」を受講する学生ら
18人と渡
わたりかずよし
和由准教授 （芸
術系）のグループが
10月
12
―
14日、霞ヶ浦周辺の観光
マップを作るために自転車で霞ヶ浦を一周し、情報収集を行った。　
霞ヶ浦の周りには
２０１６年、湖を一周する約２００㌔の「水郷筑波サイクリングコース」 （仮称）が整備される。日本一長いサイクリングコースになる見込みで、同グループではこれを機に湖周辺に観光客を呼び込むことを目指している。　
13日は、茨城県稲敷市の
「割烹旅館善久」から小美玉市にある公共施設、 「しみじみの家」まで霞ヶ浦の約半周分を走行。学生らは同地域に「どんな観光スポットがあるか」 「ここに何があればより便利か」などと考えたり、地域住民との交流を楽しんだりしながら調査した。　
しみじみの家ではグルー
プのメンバーと小美玉市の地域住民とで、地域の食材を用いた「持ち寄りパーティー」を開催。学生らは地域住民に自ら 活動を話しながら会食し、交流を深めた。　
グループの代表者を務め
る奥村瑛莉奈さん（芸術１年）は「今回のプロジェクトが霞ヶ浦の周辺地域だけでなく茨城県全体の活性化につながり、交流 輪が広がればうれしい」 と話した。　
渡准教授は「霞ヶ浦をさ
まざまな観光スポットがある楽しい場所だと思ってもらえるようにしたい。そて霞ヶ浦だけで く、茨城県の他の観光地にも目を向けてもらいたい」 と語っ 。
人が自殺しており、主要先進国の中では最も多い。ダイグナンさんはこの理由として日本 には自殺で誠意を示そうとしたり、保険金を借金返済に充てようとするなど、責任感を持ち過ぎる傾向があると指摘。 また日本の消費者 融の在り方や自殺した場合にも保険金を支払う保険会社の制度など、社会の構造の問題も訴えた。　
自殺者３万人のうち１万
人は自殺する前に精神科でカウンセリング 受けたりと助けを求めてい 。 だが、
日本にはまだ精神科医の数が少なく、自殺防止ホットラインの回線も常にパンク状態となっているという。ダイグナンさんは「誰だって本当に死にたいわけじゃない。ぜひ皆さんには周りで悩んでいる人の話を聞いてほしい」と語った。　
来場した男子学生は「参
加するま 自殺は孤立感など、当人の感情だけが原因で起こると思っていた。しかし社会の構造的な問題も関わっていると知り、そのような面も直視する必要があると思った」と話した。
ｅカフェ」が
10月
15日、総
合交流会館多目的ホールで行われた。気軽に生物学を学べる、と人気のこのイベントは今回で
74回目を迎
え、 「ミトコンドリアミステリー２」をテーマに林純一教授（生環系）が講演。同教授は細胞生物学 専門でミトコンドリアとがん発症の関係について研究しており、講演では両者の関係を明らかにするまでの過程について話した。　
ミトコンドリアは細胞の
中にあり、細胞が活動する
ためのエネルギーを生み出す役割を担う。生物の遺伝情報を持つＤＮＡは細胞核とミトコンドリアの中にあり、従来はミトコンドリアのＤＮＡに起こる異常が細胞のがん化を起こす一因とされていた。　
だが、同教授がマウスの
ミトコンドリアのＤＮＡを調べた結果、ミトコンドリアが細胞のがん化ではなくがんの悪化に関わっ ることを発見。アの「謎」に長年挑み続けた同教授の話に、参加者は興味津々 様子だった。　
講演の合間には同教授が
「もし自分が突然変異した細胞を発見し らどうするか」 などの質問を投げかけ、参加者たちは「何回も実験を繰り返す」 「研究室のメンバーに相談する」と活発に発言した。　
イベントに参加した男子
学生は「普段の授業では聞けない林教授の研究を知ることができて良かった。自分の興味のある分野についての知識を深められた」と話した。
ちを選んでみました。本を片手に電車に飛び乗るも良し、その土地を訪れた気分に浸るも良し。この秋、あなたも新しい扉を開いてみませんか
の謎を解く
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つくば市をアピール
就活について意見交える
　
学園祭の最後を飾る打
ち上げ花火。来場者の歓声から離れた打ち上げ場所には、この日のために１年かけて準備を進めてきた、筑波大学花火研究会の姿がある。　
花火研究会は、学園祭
や宿舎祭で打ち上げる花火の企画を行う。会員が花火そのものを作るわけではないが、打ち上げる時に流す音楽や
ナレーションを制作し、花火をより美しく見せるのが彼らの仕事だ。打ち上げ当日はプロの花火師を手伝った
り、危険な区域に来場者が入らないよう警備をするなど、仕事はさまざまだ。　
ミーティングは毎週金
曜日。この日も 集まったメンバーは
11月の学園
祭で打ち上げる花火について真剣な表情で話し合っていた。その途中、代表の前田邦憲さん（人文３年）が「先週行った
　
つくば市の魅力を伝える
「第８代つくば観光大使」の一人に讃
さな
井い
知さと
さん（社工
３年）が選ばれた。讃井さんは今年９月から活動を始めており、同市のセグウェイ試乗ツアーなどのイベントに参加している。
　
第８代つくば観光大使に
は市内外から
24人が応募
し、讃井さんを含む３人が選出された。 任期は２年で、今年は第７代観光大使の３人と合わせて６人で活動する。主な仕事は市内外のイベントで同市をアピールす
ることで、仕事がある時は平日休日を問わず必ず出勤する必要があり 「学業との両立が一番大変」だという。　
讃井さんは茨城県守谷市
出身。つくば市で大学生活を送るうちに、研究学園都
　
筑波大学とつくば市、イ
ンテル株式会社が共同で行う第４回起業家教育講座が
10月
19日に春日エリア情報
メディアユニオンで行われた。この講座は起業を、社会や地域に新たな活力をもたらすものととらえ、つくば市内でベンチャー企業を立ち上げたり、会社で新しい挑戦をすることを支援している。　
全７回のうち４回目とな
る今回は、ベーリンガーイ
ンゲルハイム
　
ジャパン株
式会社代表取締役社長の鳥居正男さんが講演。鳥居さんは国内外の企業で約
20年
間トップを経験している人物で、講演会では自らのトップ経験から、リーダーの資質やグローバル人材に求められるコアの資質 中心に語った。　
講演の中で鳥居さんは、
リーダー 必要なものとして自身が がけている６つのＫを紹介。 「感謝」 、 「謙虚」
な態度、 「気配り」 、 「傾聴」 、心を「清く」保つこと、 「断らない」ことの６つを大事にし、部下の信頼を得るとを強調。グローバル人材に求められる資質としては、自分の意見をしっかりと言うコミュニケーション力や違う価値観 受け入れる柔軟性を挙げた。　
これらを踏まえて鳥居さ
んは真のリーダーとは「人間的魅力や人間の深さがある人物だ」と語り、起業家を目指す学生に向けて「失敗を恐れず、自信を持って挑戦してほしい」 と話した。
　
全学学類・専門学群代表
者会議（全代会）の生活環境委員 宿舎班は
10月中
旬、入居者の意見を宿舎運営に反映しやすくするため
に、一の矢、平砂、追越、春日の各宿舎の管理事務所前に目安箱を設置した。　
これまでは宿舎班がメー
ルで意見を受け付けていた
が、学生への周知が十分でなかったため、意見はほとんど集まらなかった。だ今後は管理事務所前 一目で分かる場所に目安箱を置
花火大会の映像を見よう」と言い出した。このす花火大会（埼玉県鴻巣市）に行き皆で見た時のものだ。会員たちは皆ぱっと笑顔に。スクリーンには次々と同花火大会の様子が映し出され、花火の音に混じって観客たちの「奇麗だね」と言う声が聞こえた。　
だが、突然部屋のあち
花火研究会
こちから「これは低いなあ」 「この形は全然だめ！」との会員 声が上がった。先程まで 落ち着いた雰囲気からは想像できない変わり様だ。戸惑った記者が「こんなに奇麗な花火 のに」と言うと、会員の一人 丸い形が崩れていたり、高さが足りなかったりすると奇麗な花火とは言えないんです」と一言。その後も、会員による辛口の「批評会」はしばらく続いた。　
休日に、各地の花火大
会に皆で行き、 花火を 「研究」することも活動の一つだ。新潟や長野などの遠い所でも、会員の車に乗り合わせて向かう。 「会場ではワクワクする」 （会員の一人） 。年に
10回以
上花火大会に行く会員多い。もちろん花火の批
学生目線でアドバイス
くことで、入居者がより気軽に意見を寄せられるようになることが期待されている。　
専用の用紙は目安箱の隣
に置かれており、居住棟の番号と、宿舎への意見を記入する。寄せられた意見への回答は週に一度、第一エリア食堂の全代会掲示板で公表される他、希望者に
メールで知らせる。居住棟だけなく共用棟や食堂などの厚生施設に関する意見も受け付け、深刻な問題が見つかった場合は学生生活課を通して速やかに改善される予定だ。
　
宿舎班班長の佐野祐士さ
ん（工シス３年）は「寄せられた意見を基に、宿舎の環境を良くしていきたい。どんどん声を寄せ ほしい」と話した。
評も忘れない。大会が終われば、また「批評会」が行われる。　
多くの会員は花火が好
きな理由を「色が奇麗だから」 「ただ単に花火大会が好 」と答える。花火が好きな気持ちは、普通の見物客と変わらないのだ。そして彼らの 花火愛」の集大成 、学園祭の打ち上げ花火だ。　
学園祭の準備も佳境に
入った。打ち上げ 時には火の粉を頭から被ることもある。しかし、前田さんは「花火を見る人笑顔が見たいから頑張れる」と語る。一瞬 光の芸術に魅せられ 彼らの「花火愛」こそが、打ち上げられた花火を美しく見せる最高の起爆剤なのだろう。
（井口彩＝社会
学類１年）
市としての同市の魅力に気付いた。だが、他県に住む学生と交流するうちに、ほとんどがつくば市を知らないと分かり、 「大好きなつくば市のことを、もっと多くの人に知ってもらい」という思いで、観光大使に応募した。　
これまでに参加したイベ
ントで最も印象に残っているのは、研究学園駅前で自殺防止を呼びかけるパンフレットを配布した「いのちのＳＯＳキャ ペーン」 。讃井さんは「一人ひとり声をかけて話をする中で、今の社会について色々なことを考えることができた」と語る。　
讃井さんは「つくば市の
良いところ 県内外の人たちに更にアピールできるよう、努力していきたい」と今後の抱負を語った。
（
12
面に関連写真）
リーダーの資質語る
就活生×内定者交流会
第４回起業家教育講座
ほほ笑む讃井さん
就活の経験を語る内定者（右）
学生宿舎に設置される目安箱
　
今年度卒業の内定者と平
成
26年度卒業の就職活動
（以下就活）を控える学生（以下就活生）が交流するイベント「ここから始まる就活～就活生×内定者交流会～」が
10月
16日、３Ａ棟
２０２で行われた。就活を支援する学生団体「ＴＡＫＥ＠ＷＡＹ」が主催し、株式会社共同通信社や全日本空輸株式会社などの内定者
16人と就活生約
50人が就活
に関して情報交換した。　
ＴＡＫＥ＠ＷＡＹは内定
者と就活について相談できる「就活Ｃａｆｅ」を週３回開いている他、定期的に模擬面接・模擬グループディスカッションを行うイベントなどを実施。 職課やキャリア支援室などと協
力しながら、学生目線での支援を行っている。　
イベントは、就活の流れ
と、自分の性格や指向を把握する「自己分析」につい
ての説明に始まり、続いて内定者が就活の経験談を紹介。大手人材派遣会社に内定した米倉元気さん（心理４年）は「自己分析が一番大切だと感じた。幼少期から今までの人生の転機を書き出して共通点を探し、に説明することで内容が深められた」と語った。
　
その後の交流会では、就
活生が興味のある業種の内定者と直接話す時間が設けられた。内定者が「面接で自分を雇うメリットについて話すと良い」 「就活の序
盤では業種を絞り過ぎず、広い視野を持つべきだ」などとアドバイスし、就活生はメモを取りつつ熱心に話を聞いた。　
同団体代表の長沼ひとみ
さん（社学４年）は、 「自分の就活は１００％成功したわけではないが、納得のいく就活だった。自分たちの経験が後輩の就活に役立てばうれしい と話した。
学生宿舎に目安箱設置
意見を基に環境向上へ
全学学類・専門学群代表者会議
夜空に輝く「花火愛」
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音楽好きが一つになる
あこがれの学園祭ライブ実現
知名度こそ低いが、有名ロックフェスに出演するなどの実力派バンドだ。　
生で聴くロックの魅
力に気付いたのは、大学に入学しライブに行き始めてからのこと。ライブ独特の熱 を、音楽好 な仲間と共有する時間が好きだった。中でも強い印象を受け のが「つくばロックフェス」だ。つくば市で毎年夏に行われ、つくば出身 アーティストも多く出演する。地方特有の温かさにひかれた。その影響
観光大使の仕事をする讃井さん
つくば観光大使
9 面へ
筑波大学今昔展
筑波大学の四季の風景写真
11 面へ
　
冷え込みが厳しくなり
始めた編集期間。外から編集室に戻った部員の体を温めたのは、Ｓが持参した昆布茶です。昆布の素朴な味におかわりする部員が続出し、わずか４日で底をつきました。温かい飲み物 美 い季節ですね。　
スポーツの秋というこ
ともあり、私はバスケの試合観戦で声を枯らし、ラートの取材で実際に体 ????
験するなど、体当たりで取材に臨みました。筑波大学の選手らのたくましい写真に「格好良い！」とはしゃぐ女子部員たち。世界で活躍する選手に取材できることも、新聞記者の魅力です。　
今回の防犯特集で改め
て浮き彫りになった、筑波大周辺の危険性 事件に巻き込まれてからでは取り返しがつきません。読者の皆様も、どうぞお気をつけください。
（編
集長・原啓一郎＝社会学類３年）
次号は
12月
9日（月）発行予定です
　
学園祭の目玉企画の一つとして、
アーティストによるライブを行う大学は多い。長年筑波大学にその伝統は無かったが、昨年の第
38回学園祭では重
もあり、いつもの場所でいつもの仲間たちと、ライブという特別な空間を共有できる「学園祭ライブ」にあこがれを抱くようになる。しかし、大学３年の秋まで待っても筑波大でライブは行われなかった。 「誰もやらないなら、俺がやるか」 。大学３年の冬、学園祭ライブを１年間かけて企画す ことを決意した。　
まずは協力してくれる人を集めなけ
ればならない。 ツイッター 呼びかけ周囲の音楽仲間を誘った。一部の音楽サークルに一人で乗り込み、頭を下げたことも。 「無理に決まって じゃないか」という冷たい反応もあ しかし、学園祭ライブをやりたいという共通の思いを持った人は た。結果的に、中心メンバーとして７人が集まった。 「孤独ではなかった」と話す。　
次に資金不足に直面した。大学側か
らの援助は無い。会場は大学会館ホールを安く借りられたが、出演料をはじめ照明代や機材の調達代など、ライブ
野健斗さん（化学専攻１年）が学園祭ライブを企画し、エイプリルズ、ＤＥ　
ＤＥ
　
ＭＯＵＳＥ、Ｍｏｐ
　
ｏｆ
　
Ｈｅａｄといったバンドが招かれた。
さん
つくばミュージックプロジェクト創始者
つくばミュージックプロジェクトのポスターを持った重野さん
をやるにはお金がかかる。収入はチケット代のみ。赤字は必至だった。このままではライブができない――。　
ふと、会場の白い壁に目が留まっ
た。 「ここにライブを盛り上げる映像を映して、照明の代わりにしてはどうか？」 。そうすれば、照明代や機材の調達代 削減できる。試しに映像を映したところ、 想像以上にうまくいった。こうして行き着いたのが、ライブ ＶＪ（ビデオジョッキー）を呼ぶという案。ＶＪとは、流れる音楽に合わせて即興でさまざまな映像 出し 場を盛り上げる人のこ だ。　
筑波大出身者を含む３人のＶＪを呼
ぶことに決めた 肝心 アーティストは、映像が映えそうなバンドをリストアップ。 出演料などを考え、 ３組に絞った。出演者への交渉は、つくばロックフェスの主催者の助けを借りる とができた。こうして、手作りの学園祭ライブの形が見え始めた。
そして迎えた２０１２年
10月６日、
シュートをする池田
3 面へ
関東大学バスケットボールリーグ戦
力強くトライを目指す福岡
ラグビー関東大学対抗戦
8 面へ
重野健斗 （化学専攻１年）
学園祭ライブ当日。２００人を超える観客がホールを埋めた。演奏に合わせて、次々に色や動きを変える映像を、ＶＪがスクリーン代わりの壁に し出す。音楽と映像が融合した空間が観客を包み込んだ。映像に瞳を輝かせる人や、音楽に合わせて体を揺らす人。楽しみ方こそ違うものの、全ての観客が「ライブが好き」 という思いでつながっていた。それはまさに、重野さんが４年間夢に見続けてきた光景 った。　「学園祭ライブを筑波大の伝統にしたい」 と話す。その実現に向け 現在、学園祭ライブ企画は「つくばミュージックプロジェクト（ＴＭＰ） 」として存続し、精力的に活動中だ。代表の座こそ後輩に譲ったものの、中心メンバーの一人と てＴＭＰを支えている。巻き起こした潮流は、今後も音楽好きな学生を巻き込みながら、勢 を増していくに違いない。
（添島香苗＝
生物学類１年）
